Z690 AORUS PRO 
Z690 AORUS PRO DDR4 


ユー ザー ズ マ ニュ アル 
改版 1001 
12MJ-Z69PRO4-1001R 


Z690 AORUS Z690 AORUS 
PRO DDR4 







à d 製品 の 詳細 に つい て は 、GIGABYTE の Web サイ ト に アク 
AMS, CAUTE, 


地球 温暖 化 の 影響 を 軽減 する た め に 、 本 製品 の 梱包 材料 は リサ イク ル お よび 再 
使用 可能 で す 。 GIGABYTE は 、 環境 を 保護 する た め に お 客 様 と 協力 いた し ます 。 
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免责 条 项 

この マニ ュ ア ル の 情報 は 著作 権 法 で 保護 され て お り 、 GIGABYTE に 帰属 し ます 
この マニ ュ ア ル の 仕様 と 内 容 は 、GIGABYTE に より 事前 の 通知 な し に 変更 され る 
こと が あり ます 。 本 マニ ュ ア ル の いか な る 部 分 も 、GIGABYTE の 書面 に よる 事前 の 
承諾 を 受け る こと な し に は 、 い か な る 手段 に よっ て も 複製 、 コビー、 翻訳 、 送信 ま 
た は 出版 する こと は 禁じ られ て いま す 。 


ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の 分 類 
本 製品 を 最大 限 に 活用 で きる よう に 、 GIGABYTE で は 次 の タイ プ の ドキ ュ メ ン テ 
ーション を 用 意 し て いま す ・ 
BU pee eC i AS Ls 、 製品 に 付属 する クイ ッ ク イ ンス トー ル ガ 
イド を お 読み くだ さ 
m 詳細 な 製品 情報 に つい て は 、 ユー ザー ズ マ ニュ アル を よく お 読み くだ さい 





one Ola eek, 以下 の Web サイ ト を 確認 し て くだ さ 
https://www.gigabyte.com/jp 


マザー ボー ドリ ビジ ョ ン の 確認 

マザー ボー ド の リビジョン 番号 は 「REV: XX. |] の よう に 表示 され ます 。 例 えば 、 
「REV: 1.0」 は マザー ボー ド の リビジョン が 1.0 で ある こと を 意味 し ます 。 マザー 
ボー ド BIOS、 ド ライ バ を 更新 する 前 に 、 ま た は 技術 情報 を お 探し の 際 は 、 マ ザー 
ボー ド の リビジョン を チェ ッ ク し て くだ さい 
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第 1 章 製品 紹介 
11 マザー ボー ド の レイ アウ ト 
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( 注 ) デバ ッ グ コー ド 情 報 に つい て は 、 第 5 
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12 マザー ボー ド の ブロ ッ ク 図 
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ボッ クス の 内 容 


2690 AORUS PRO ま た は Z690 AORUS PRO DDR4 マ ザー ボー ド 
コー ニーバ ンー ロジ シル ル ル 

クイ ッ ク イ ンス トー ル ガ イ ド 

TATT ( 

SATA ケ ー ブ ル (x4) 

RGB LED テ ー プ 延長 ケー ブル (x1) 

ノイ ズ 検 出 ケ ー ブ ル (x1) 

温度 計 用 ケー ブル (x2) 

M.2 ネジ 

G コネ クタ ー (x1) 
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* 上 記 、 ボ ックス の 内 容 は 参照 朋 と な り ま す 。 実際 の 同 梱 物 は お 求め いた だ いた 製品 パッ ケー ジ に よ 
り 異 な る 場合 が あり ます 。 また 、 ボッ クス の 内 容 に つい て は 、 予 告 な し に 変更 する 場合 が あり ます 。 


第 2 章 。 ハー ドウ ェ ア の 取り 付け 
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マザー 





aft ce 
ボー ド に は 、 静 電気 放電 (ESD) の 結果 、 損 傷 す る 可能 性 の ある 精巧 な 電子 回 路 


や ヨン ボー ネン ーー まれ て に ます ON c. ユ コー ザー ズ マ ニュ アル を 
よく お 読み に な り 、 以下 の 手順 に 従っ て くだ さ 
取り 付け 前 に Gs PC ケー ス が マザー ボー FI c — し て くだ さ 


取り 付け る 前 に 、 マ ザー ボー ド の S/N (シリ アル 番号 ) ステ ッ カ ー ま た ! viu 7 

ー が 提供 する 保証 ステ ッ カ ー を 取り 外し た り 、 は が し た り し な いで くだ さい 、。 C 

れ ら の ステ ッ カ ー は 保証 の 確認 に 必要 で す , 

マザー ボー ド ま た は その 他 の ハー ドウ ェ ア コ ン ポ ー ネ ン ト を 取り 付け た り 取 り 

外し た りす る 前 に 、 常に コン セン ト か ら コ ー ド を 抜い て 電源 を 切っ て くだ さい 

ハー ドウ ェ ア コ ン ボ ポー ネン ト を マザー ボー ド の 内 部 コネ クタ ー に 接続 し て いる と 

さき 、 し っ か り と 安全 に 接続 され て の だ さい 

マザー ボー ド を 扱う 際 に は 、 金属 リー ド 線 や コネ クタ ー に は 触れ な いで くだ さい 

マザー ボー ド 、CPU また ( I ト を 扱う と き 、 静電気 

放電 (ESD) リス トス トラ ッ プ を 着用 する こと を お 勧め し ます 。 ESD リス トス トラ ッ 

Wi me 、 手 を 乾い た 状態 に 保ち 、 ま ず す 人 金属 に 触れ て 静電気 を 取 

り 除 いて くだ さ 

マザー ボー a 付け る 前 に 、 ハー ドウ ェ ア コ ン ボ ー ネ ン ト を 静 電 防 止 パ ッ ド 

の 上 に 置く か 、 静 電 遮 断 コ ン テ ナ の 中 に 入れ て くだ さい 。 

マザー ボー ド か ら 電 源 装 置 の ケー ブフ die E 電源 装置 が オ 
フ に な っ て いる こと を 確認 し て くだ さ 

パワ ー を オン に する 前 に 、 電源 3 oo eae < 従 つ て いる こと 

を 確認 し て くだ さい 。 

製品 を 使用 する 前 に 、 ハー ドウ ェ ア コ ン ボ ー ネ ン ト の すべ て の ケー ブル と 電源 コ 

ネクター が 接続 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 

マザー ボー ド の 損傷 を 防ぐ た め に 、 ネ ジ が マザー ボー ド の 回 路 や その コン ボー ネ 

ント に 触れ な いよ うに し て くだ さい 。 

マザー ボー ド の 上 また は コン ピュ ー タ の ケー ス 内 部 に 、 ネジ や 金属 コン ボー ネン 

ト が 残っ つて いな いこ と を 確認 じ し て くだ さい 。 

コン ピュ ー タ シス テム は 、 平 ら で な い 面 の 上 に 置か な いで くだ さ 

コン ピュ ー タ シス テム を 高温 また は 湿っ た 環境 ! aL 

取り 付け 中 に コン ピュ ー タ の パワ ー を オン に する と 、 シス テム コン ポー ネン ト が 

損傷 する だ け で な く 、 ケ ガ に つなが る 恐れ が あり ます 。 

取り 付け の 手順 に つい て 不明 確 な 場合 や 、 製品 の 使用 に 関し て 疑問 が ある 場合 

は 、 正規 の コン ピュ ー タ 技術 者 に お 問い 合わ せく だ さい 。 

アダ ブタ 、 延長 電源 ケー ブル また は テー ブル タッ プ を 使用 する 場合 は 、 そ の 取り 

付け お よび 接続 手順 を 必ず お 問い 合わ せく だ さい 


2-2 製品 の 仕様 
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LGA1700 ソケット : 第 12 世 代 Inte@ Core"19 プ ロ セ ッ サ ー/Intel@Core"i7 プ 
ロ セ ッ サ ー/Intele Core"i5 プ ロ セ ッ サ ー を サポ ー ト 

(最新 の CPU サポ ー ト リス ト に つい て は 、GIGABYTE の Web サイ ト に 
eee WG aris) 

L3 キャ ッシュ は CPU に より 異な り ま す 





【 Pa 2 
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Intel? Z690 Express チッ プ セ ッ ト 








Nic P 


DDR5 4800/4000 MHz メモ リモ ジュ ー ル の サポ ー ト ① 

DDR4 3200/3000/2933/2666/2400/2133 MHz メモ リモ ジュ ー ル の サポ ー ト @ 
最大 128 GB (32 GB の 単 一 DIMM 容 量 ) の シス テム メモ リ を サポ ー ト す 
る 4 x DDR DIMM ソ ケッ ト 

TIF YTI EITO 

ECC Un-buffered DIMM 1Rx8/2Rx8 メモ リモ ジュ ー ル の サポ ー ト (dE ECC 
E- F Cate) 

非 ECC Un-buffered DIMM 1Rx8/2Rx8/1Rx16 メモ リモ ジュ ー ル の サポ ー ト 
XMP( TZA PUTLA EUZ A7 TrA yes sec re baise 
(ボード され る 最新 の メモ リリ 東 度 どの EVE a mbe oL 
は 、GIGABYTE の Web サ イト を 参照 くだ さい 。) 
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HtQGZ7774v2A7Utv9-Intel? HDZ77-4 v 7X0 :5— FH: 
DisplayPort(x1)、4096x2304@60 Hz の 最大 解像度 を サポ ー ト し ます 。 
* DisplayPot バ パー ジョ ン 1.2 と HDCP 2.3 を サポ ー ト し て いま す 。 
(グラ フィ ックス 出力 の 仕様 は 、CPU 毎 の 対応 状況 に より 異な る 
場合 が あり ます 。) 





* 9 9 人 を 


Realtek? ALC4080 コー デック 
NA ae Emmy 
2 eel la a|7H 
SPPDIF ア ウト の サポ ー ト 
7 チャ ン ネ ルデン タル 信号 
* デジ タル 信号 の 実際 の 出力 は 、 再 生コン テン ツ や 使用 する ソフ トウ ェ ア 
に よっ て 異な る 場合 が あり 、 外 部 DAC が 必要 と な り ま す 。 
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Intel? 2.5GbE LAN チッ プ (2.5 Gbps/1 Gbps/100 Mbps) 





个 | 無線 通信 モジ 
Sieb 
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Intel® Wi-Fi 6 AX200 
WIFI a, b, 9, n, ac, ax, 2.4/5GHz 7 デュ アル バン ド の サポ ー ト 
BLUETOOTH 5.2 
11ax 160MHzZ ワ イヤ レス 規格 に 対応 し 、 最 大 2.4 Gbps の デー タ 転 
送 が 可能 で す 
* 実際 の デー タ 転 送 速度 は 、 ご 使用 の 機器 構成 に よっ て 異な る 場合 が あり 
Ee We 





| 拡張 スロ ッ ト 
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PCI Express x16 スロット (x1). x16 で 動作 (PCIEX16) 

(PCI Express x6 ス ロッ ト は PCI Express 5.0 規 格 に 準拠 し て いま す 。) 
PCI Express x16 スロ ッ ト (x2)、x4 で 実行 (PCIEX4_1、PCIEX4_2) 
(PCIEX4 スロ ッ ト は PCI Express 3.0 規 格 に 準拠 し て いま す 。) 
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AMD Quad-GPU CrossFire" と 2-wayAMD CrossFire" テ クノ ロジ ー の サポ ー ト 
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Z690 AORUS PRO の み 。 
Z690 AORUS PRO DDR4 の み 。 
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CPU: 
M.2 コネ クタ ー (x1) (Socket 3, M key、 タ イプ 2260/2280/22110 PCle 4.0 
x4/x2 SSD 対応 ) (M2A_CPU) 

Fa EE e 
M.2 コネ クタ ー (x1) (Socket 3、M key、 タ イプ 2260/2280/22110 SATA と 
PCle 4.0 x4/x2 SSD 対応 ) (M2C_SB) 

M.2 コネ クタ ー (x2) (Socket 3、M key、 タ イプ 2260/2280/22110 PCle 4.0 
x4/x2 SSD 対応 ) (M2P_SB、M2Q_SB) 
SATA 6Gb/s コネ クタ ー (x6) 

SATA RAID 0、RAID 1、RAID 5、 お よび RAID 10 の サポ ー ト 

* M.2、 お よび SATA コネ クタ ー で サポ ー ト され る 構成 に つい て は 、「2-8 内 
Bele 7 lee ee at. 

Intel? Optane" Memory Ready 

* Intel® Optane" Memory に よる シス テム ・ ア クセ ラレー ショ ン は 、 チ ッ プ セッ 
ト が サポ ー ト する M.2 コネ クタ ー で の み 有 効 で す 。 





SH USB 


* 


pA 
USB 3.2 Gen 2x2 対応 USB Type-C@ ポ ー ト 搭載 (x2) (背面 パネ ル に 1 
つの ポー ト 、 内 部 USB ヘ ッ ダ を 通し て 1 ポー ト が 使用 可能 ) 
背面 パネ ル に USB 3.2 Gen 2 Type-A ポー ト ( 赤 ) 搭 載 (x4) 

チッ プ セ ッ ト +USB 32 Gen 1 ハブ (x2): 
USB 3.2 Gen 1 ポー ト (x6) (背面 パネ ル に 4 つの ポ ボート 、 内 部 USB へ 
ッ ダ を 通し て 2 ポー ト が 使用 可能 ) 

チッ プ セ ッ ト +2 USB 2.0 ハブ : 
USB 2.0/1.1 ポ ー ト (x8) (背面 パネ ル に 4 つの ボート 、 内 部 USB ヘ ッ 
ダ を 通し て 4 ポー ト が 使用 可能 ) 





fie 


る る * ぐる 多 


24 ピン ATX メイ ン 電 源 コ ネクター (x1) 

8 ピン ATX 12V 電源 コネ クタ ー (x1) 

4 ビン ATX 12V 電源 コネ クタ ー (x1) 

CPU ファ ン ヘ ッ ダ (x1) 

水冷 CPU ファ ン ヘ ッ ダ (x1) 

シク (バン ベツ クタ (0 

シス テム ファ ン 水 冷 ポ ンプ 用 ヘッ タダ (x2) 
Addressable LED テ ー プ 用 ヘッ ダ (x2) 

RGB LED テ ー プ 用 ヘッ ダ (x2) 

Mao R 2 0) 

SATA 6Gb/s コネ クタ ー (x6) 

前 面 パ ネル ヘッ ダ (x1) 

前 面 パ ネル オー ディ オ ヘ ッ タダ (x) 

USB 3.2 Gen 2x2 に 対応 する USB Type-C@ ヘ ッ ダ (x1) 
USB 3.2 Gen 1 ヘッ ダ (x1) 

USB 2.0/1.1 ヘッ ダ (x2) 

ノイ ズ 検 知 ヘ ッ ダ (x1) 

Thunderbott" アド イン カー ドコ ネクター (x2) 

TPM モ ジュ ー ル 用 ヘッ ダ (x1) (GC-TPM2.0 SPI/GC-TPM2.0 SPI 2.0 モジ ュ 
ー ル の み 対 応 ) 








mM 


る * る 4 € 


電源 ボタ ン (x1) 

Dae esos ot Ax) 

Q-Flash Plus ボタ ン (x1) 
温度 セン サー 用 ヘッ タダ (x2) 
hi XD 
CMOS TOT c 





る dT RILO 
ar = 
ーー ョ ンク ク ーー 


* € 9 9 9 9 9 99 る を 


USB 3.2 Gen 2x2 に 対応 する USB Type-C@ ポ ー ト (x1) 
USB 3.2 Gen 2 Type-A ポー ト (75) (x4) 

USB 3.2 Gen 1 ポー ト (x4) 

USB 2.0/1.1 ポ ー ト (x4) 

SMA アン テ ナ 用 コネ クタ ー (2T2R) (x2) 

DisplayPort (x1) 

RJ-45 ポ ー ト (x1) 

Jo SIPDIF 出力 コネ クタ ー (x1) 

Al Te AR A 





© mim 


T 


* 


iTEe VO コン トロ ロー ラー チップ 





Jen eye 
gl 


* 9 9 ©% 9 9 


* 


電圧 検知 

温度 検知 

ファ ン 速 度 検知 

水冷 流量 検知 

IPB BRA 

ファ ン 速 度 コ ント ロー ル 
* ファ ン (水冷 ポン プ ) 速 度 コ ント ロー ル 機 能 の サポ ー ト に つい て は 、 取 り 
POTEZA E PE a E ose Uo, 

J A AREF 





BIOS 


* ¢ 9 


256 Mbit フラ ッシュ (x1) 
正規 ライ セン ス 版 AMI UEFI BIOS を 搭載 
PnP 1.0a、DMI 2.7、WfM 2.0、SM BIOS 2.7, ACPI 5.0 





独自 機能 


* 


* 


* 


* 


APP Center の サポ ー ト 
* App Center で 使用 可能 な アプ リケーション は 、 マ ザー ボー ド の モデ ル に 
よっ て 異な り ま す 。 各 アプ リケーション の サポ ー ト 機能 も マザー ボー ド 
の モテ ルル に よら で 異な り ま す 
@BIOS 
Easy Tune 
Fast Boot 
Game Boost 
ON/OFF Charge 
RGB Fusion 
Smart Backup 
System Information Viewer 
" Flash Plus の サポ ー ト 
Q-Flash の サポ ー ト 
Xpress Instal の サポ ー ト 








44 バン ドル され * Norton? 4 イン ター ネッ ト セ キュ リティ (OEM バー ジョ ン ) 
A た ソフ トウ ェ ア * cFosSpeed 





ere Ai Na : qe 2 
CO ング シス テム * Windows 10 64-bit の DMR 





< 。 AIX フ オォ オーム ファ クタ 、30.5cm x 24.4cm 








* GIGABYTE は 、 予 告 な し に 製品 仕様 と 製品 関連 の 情報 を 変更 する 場合 が あり ます 。 


Z690 AORUS Z690 AORUS 
PRO PRO DDR4 





アプ リ の 最新 バー ジョ ン を ダウ ン ロ ー ド する に は 、 GIGABYTE の Web サイ ト の 
サポ ボート! ユー ティ リティ リス トペ ー ジ に アク セス し て くだ さい 。 





-12 - 


2-3 CPU お よび CPU クー ラー の 取り 付け 


CPU を 取り 付け る 前 に 次 の ガイ ドラ イン を お 読み くだ さ 
A: マザー ボー ド が CPU を サポ ー ト し て いる こと を 確認 し て く だ さい 
(最新 の CPU サポ ー ト リス ト に つい て は 、 GIGABYTE の Web サイ ト に アク セス し て く 
だ さい ) 
・ ハー ドウ ェ ア が 損傷 する 原因 と な る た め 、CPU を 取り 付け る 前 に 必ず コン ピュ ー タ の 
パワ ー を オフ に し 、 コン セン ト か ら と 電源 コー ド を 抜い て くだ さい 。 
© CPU の ピン 1 を 探し ます 。 CPU は 間違っ た 方 向 に は 差し 込む こと が で きま せん 。 (また 
は 、CPU の 両側 の ノッ チ と CPU ソケット の アラ イメ ント キー を 確認 し ます ) 
CPU の 表面 に 熱 伝導 グリ ス を 均等 に 薄く 塗り ます 。 
CPU クー ラー を 取り 付け ず に 、 コン ピュ ー タ の パワ ー を オン に し な いで くだ さい 、。 CPU 
が 損傷 する 原因 と な り ま す 。 
CPU の 仕様 に 従っ て 、CPU の ホス ト 周 波数 を 設定 し て くだ さい 。 ハー ドウ ェ ア の 仕 
様 を 超え た シス テム パス の 周波 数 設定 は 周辺 機器 の 標準 要件 を 満た じ て い な いた 
め 、 お 勧め で きま せん 。 標準 仕様 を 超え て 周波 数 を 設定 し た い 場 合 は 、CPU、 ~ 
ィ ッ クス カー ド 、 メモ リ 、 ハー ドド ライ ブ な どの ハー ドウ ェ ア 仕 様 ! こ 従っ て くだ さき 





A. CPU の 向き に 注意 
マザー ボー ド CPU ソケット の アラ イメ ント キー お よび CPU の ノッ チ を 確認 し ます 。 








アラ イメ ント キー 




























































































































































































LGA1700 CPU ソケット 



















































CPU ソケット の 
ピン 1 隅 
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E. 
goo exm [27] 回 に トート 



































LGA1700 CPU 


CPU の 三角 形 の ピン 1 
マー キン 





CPU を 取り 付け る 前 に C じ PU ソケット カバ ー を 取り 外さ な いで 下さ い 。 CPU を 挿入 し て ロー 
ド プ レー ト を 閉じ る と 、 自動 的 に ロー ド プ レー ト か ら 外 れ ま す 。, 





Pat ハー ドウ ェ ア 取 り 付 け に 関す る 詳細 に つい て は 、GIGABYTE の Web サイ ト に アク 
Fb セス し て くだ さい 
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B. CPU を 取り 付け る 
以下 の ステ ッ プ に 従っ て 、 CPU を マザー ボー ド の CPU ソケット に 正しく 取り 付け て くだ さい 、。 


フィ ン ガー タブ 
aD aN 


@CPU ソケット レバ パ バー ハン ドル を そ 
っ と 押し な が ら 、 指 で ソケット か ら 
外し ます 。 

@CPU ソケット ロッ クレ バー を 完全 に 
持ち 上 げ ま す 。 

金属 製 ロ ー ド プレ ー ト の 側面 に あ 
る フィ ン ガ ー タ ブ を 使っ て 、 プラ ス 
チッ ク 製 の 保護 カバ ー が 取り 付け 
られ た 金属 製 ロ ー ド プレ ー ト を 持 
ち 上 げ て 開き ます 。 


の 


CPU の 端 を 指 で 持っ つて くだ さい 。 CPU 
ピン 1 の マー キン グ ( 三 角形 ) を CPU 
ソケット の ピン 1 隅 に 合わ せ (また 
は 、CPU ノ プッ チ を ソケット アラ イメ ント 
キー に 合わ せ )、CPU を 所 定 の 位置 に 
そっ と 差し 込み まみ 


e 


CPU が 正しく 取り 付け られ て いる こと 
を 確認 し て か ら 、 ロー ド プ レー ト を 閉 
CES. プラ スチ ッ ク 製 の 保護 カバ ー 
が 飛び 出し て きま す の で 、 そ れ を 外し 
て くだ さい 。 保持 タブ の 下 で レバ ー を 
固定 し CPU の 取り 付け を 完了 し ます 。 
*CPU が 装着 され て いな いと き は 、CPU 
ソケット を 保護 する た め に 、 必ず プラ 
スチ ッ ク 製 の 保護 カバ ー を 取り 付け 
で くだ さ し ゅ 








CPU が 正しく 装着 され て いな い 状 態 で 、 無理 に CPU ソケット ロッ クレ バー を 押し 込ま な い 
で くだ さい 。 CPU と CPU ソケット が 破損 する 可能 性 が あり ます , 


C.CPU クー ラー を 取り 付け る 

必ず CPU を 取り 付け た 後に 、CPU ク ー ラ ー を 取り 付け て くだ さい 、。 (実際 の 取り 付け プロ セス は 、 
使用 する CPU クー ラー に よっ て 異な る こと が あり ます 。 CPU クー ラー に つい て は 、 ユー ザー ズ マ 
ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 ) 


o 


取り 付け た CPU の 表面 に 熱 伝導 グリ ス 
を 均等 に 薄く 塗り ます 。 


の 


クー ラー を CPU の 上 に 配置 し 、 マ ザ 
ー ボ ー ド の ピン 穴 を 通し て 4207 
ッシュ ピン を 揃え ます 。 ブッ シュ ピン 
を 、 対 角 方 向 に 押し 下げ て くだ さい 。 


© 

最後 に 、CPU クー ラー の 電源 コネ クタ 
ー を マザー ボー ド の CPU ファ ン ヘ ッ ダ 
(CPU_FAN) に 取り 付け て くだ さい 。 





CPU_FAN 


2-4 メモ リ の 取り 付け 


メモ リ を 取り 付け る 前 に 次 の ガイ ドラ イン を お 読み くだ さい : 
A © マザー ボー ド が メモ リ を サボ ポート し て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 同じ 容量 、 ブラ 
ンド 、 速度 、 お よび チッ プ の メモ リ を ご 使用 に な る こと を お 勧め し ます 。 (サポ ー ト さ 

人 速度 と メモ リモ ジュ ー ル に つい て は 、 GIGABYTE の Web サ イト を 参 
pa art: n ) 

・ ハー ドウ ェ ア が 損傷 する 原因 と な る た め 、 メモ リ を 取り 付け る 前 に 必ず コン ピュ ー タ 
の 電源 を オフ に し 、 コン セン ト か ら 電 源 コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 

© メモ リモ ジュ ー ル は 取り 付け 位置 を 間違え な いよ うに ノッ チ が 設け られ て いま す 。 
メモ リモ ジュ ー ル は 、 一 方 向 に し か 挿入 で きま せん 。 メモ リ を 挿入 で き な い 場合 は 、 
方 向 を 変え て くだ さい 。 

デュ アル チャ ン ネ ル の メモ リ 設 定 

この マザー ボー ド に は 4 つの メモ リ ソ ケ ッ ト が 装備 され て お り 、 デュ アル チャ ン ネ ル テ ク ノロ ジ 

を サポ ー ト し ます 。 メモ リ を 取り 付け た 後 、 BIOS は メモ リ の 仕様 と 容量 を 自動 的 に 検出 し ます 。 

デュ アル チャ ン ネ ル メ モリ モー ド は 、 元 の メモ リバ ンド 幅 を 2 倍 に 拡げ ます 。 

4 つの メモ リ ソ ケ ッ ト が 2 つの チャ ン ネ ル に 分 けら れ 、 各 チャ ン ネ ル に は 次 の よう に 2 つの メモ リ 

ソケット が か が あります: 

ゅ チャ ン ネ ル A:DDR5 ATO/DDRA A19, DDR5 A2@/DDR4 A29 

ゅ チャ ン ネ ル B : DDR5_B1①/DDR4_B1②, DDR5 B2@/DDR4 B29 
* デュ アル チャ ン ネ ル 時 の 推奨 メモ リ 設 定 : 

DDR5 A10 DDR5 A2® DDR5 B1① DDR5 B2® 

DDR4 A19 DDR4 A2@ DDR4 B1@ DDR4 B2@ 

2 つの モジ ュー ル ーー DS/SS ーー DS/SS 

4 つの モジ ュー ル DS/SS DS/SS DS/SS DS/SS 

(SS= 片 面 、 DS= 両 面 、「- -」 = メモ リ な し ) 


CPU 制限 に より 、 デュ アル チャ ン ネ ルモード で メモ リ を 取り 付け る 前 に 次 の ガイ ドラ イン を お 
































読み くだ さい 。 | 
1. メモ リモ ジュ ー ル が 1 枚 の み 取 り 付け られ て いる 場合 、 デ ュ ア ルチャ ン ネ ルモード は 有効 に 
な り ま せん 。 


2. 2 また は 4 枚 の モジ ュー ル で デュ アル チャ ン ネ ルモード を 有効 に し て いる と まき 、 同じ 容量 、 ブ 
ラン ド 、 速度 、 チッ プ の メモ リ を 使用 する よう に お 勧め し ます , 










FRI} DDR5 A1O/DDR4 A1O 
zi DDR5_A2@/DDR4_A2@ 

| DDR5_B1@/DDR4_B1@ 
DDRS_B2@/DDR4_B2@ 








メモ リモ ジュ ー ル を 1 枚 の み 装 着 する 場合 は 、 DDR5_ A2O/DDR4_A20 ソケット に 装着 す 
る こと を お 勧め し ます , 


(D 2690 AORUS PRO Od», 
©  Z690 AORUS PRO DDR4 の み 。 


2-5 拡張 カー ド を 取り 付け る 
人 拡張 カー ド を 取り 付け る 前 に 次 の ガイ ドラ イン を お 読み くだ さい : 


拡張 カー ド が マザー ボー ド を サポ ボ ポート し て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 拡張 カー ド 
に 付属 する マニ ュ ア ル を よく お 読み くだ さい 。 

・ ハー ドウ ェ ア が 損傷 する 原因 と な る た め 、 拡張 カー ド を 取り 付け る 前 に 必ず コン ピュ 
ー タ の パワ ー を オフ に し 、 コン セン ト か ら 電 源 コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 


以下 の ステ ッ プ に 従っ て 、 拡張 カー ド を 拡張 スロ ッ ト に 正しく 取り 付け て くだ さい 。 

1. カー ド を サポ ボー ト す る 拡張 スロ ッ ト を 探し ます 。 PC ケー ス 背 面 バ ネル か ら 、 金属 製 ス ロッ ト 
カバ パー を 取り 外し ます 

2. カー ド を スロ ッ ト に 合わ せ 、 スロ ッ ト に 完全 に は まり こむ まで カー ド を 押し 下げ ます 。 

3. カー ド の 金属 接点 が スロ ッ ト に 完全 に 挿入 され て いる こと を 確認 し ます 。 

4. カー ド の 金属 ブラ ケッ ト を ね じ で PC ケー ス 背 面 パ ネル に 固定 し ます , 

5. 拡張 カー ド を すべ て 取り 付け た ら 、 PC ケー スカ バー を 元 に 戻し ます 。 

6. コン ピュ ー タ の 電源 を オン に し ます 。 必要 に 応じ て 、 BIOS セ ッ ト ア ッ プ に 移動 し 拡張 カー ド 
に 必要 な BIOS 変 更 を 行い ます 。 

7. 拡張 カー ド に 付属 する ドラ イ バ を オペ レー ティ ング シス テム に イン スト ー ル し ます 。 





PCIEX16 スロ ッ ト 





26 背面 パネ ル の コネ クタ ー 


© 





USB 3.2 Gen 1 ボー ト 
USB 3.2 Gen 1 ポー ト は USB 3.2 Gen 1 仕様 を サポ ー ト し 、USB 2.0 仕様 と 互換 性 が あり ます 
この ポー ト を USB デバ イス 用 に 使用 し ます , 
SMA アン テ ナ コ ネクター (2T2R) 
この コネ クタ ー を 用 いて アン テ ナ を 接続 し ます 。 
アン テ ナ を アン テ ナ コ ネクター に 締め て か ら 、 アンテ ナ を 正しく 向け て 、 信号 の 受 
信 を 改善 し ます 。 
USB 2.0/1.1 ボー ト 
USB ボー ト は USB2.071.1 仕様 を サポ ー ト し ます 。 この ポー ト を USB デバ イス 用 に 使用 し ます 
DisplayPort 
DisplayPort は 、 双 方 向 音声 送信 を サポ ー ト する 高 品質 デジ タル 画像 処理 と オー ディ オ を 
提供 し ます 。 DisplayPort は 、HDCP 2.3 の コン テン ツ 保 護 メ カニ ズム を サポ ー ト で きま す 。 こ 
の ポー ト を 使用 し て 、DisplayPort を サポ ー ト する モニ タ に 接続 し ます 。 注 :DisplayPort 技 術 は 
4096x2304@60 Hz の 最大 解像度 を サポ ー ト し ます が 、 サ ポー ト さ れる 実際 の 解像度 は 使用 
され る モニ タ に よっ て 異な り ま す 。 
DisplayPorr デ バイ ス を 取り 付け た 後 、 デ フォ ルト の サウ ンド 再生 を DisplayPorl に 設定 
し て いる こと を 確認 し て くだ さい 、。( 項 目 名 は 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム に よっ て 異 
な がり まま ) 
USB 3.2 Gen 2 Type-A ポー ト ( 赤 ) 
USB 3.2 Gen 2 ポー ト は USB 3.2 Gen 2 仕様 を サポ ー ト し 、USB 3.2 Gen 1 お よび USB 2.0 仕様 
と 互換 性 が あり ます 。 この ボ ポート を USB デバ イス 用 に 使用 し ます 
USB Type-C® ボー ト 
リバ ー シ ブ ル USB ポート は USB3.2 Gen 2x2 仕様 を サポ ー ト し 、USB 3.2 Gen 2, USB 3.2 Gen 1 25 
KU USB 2.0 仕様 と 互換 性 が あり ます 。 こ の ポー ト を USB デバ イス 用 に 使用 し ます 。 
RJ-45 LAN ポー ト 
Gigabit イー サ ネ ッ ト LAN ポー ト は 、 最大 2.5 Gbps の デー タ 転 送 速度 の イン ター ネッ ト 接 続 
を 提供 し ます 。 以下 は 、LAN ボー ト LED の 状態 を 表し ます 
































アク ティ ビ テ ィ RE : アク ティ ビ テ 
速度 LED [EB T T 速度 LED i J i ie ic 
状態 説明 状態 説明 
一 一 緑 2.5 Gbps の デー タ 転送 速 度 | | | 点滅 デー タ の 送受 信 中 で す 
オレ ンジ | 1 Gbps の デー タ 転 送 速度 オン デー タ を 送受 信 し て いま せん 
オフ 100 Mbps の デー タタ 転送 速度 
LAN ポー ト 


。 背面 バネ ルコ ネクター に 接続 され た ケー ブル を 取り 外す 際 は 、 先 に 周辺 機器 か ら ケ 


A ー ブ ル を 取り 外し 、 次 に マザー ボー ド か ら ケ ー ブ ル を 取り 外し ます 。 


・ ケー ブル を 取り 外す 際 は 、 コ ネクター か ら 真 つ 直 ぐに 引き 抜い て くだ さい 。 ケー ブル 
コネ クタ ー 内 部 で ショ ー ト する 原因 と な る の で 、 横 に 描 り 動か ざさ な いで くだ さい 。 
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USB 3.2 Gen 2 Type-A ボート (7) (Q-Flash Plus ボート) 

USB 3.2 Gen 2 ポー ト は USB 3.2 Gen 2 仕様 を サポ ー ト し 、USB 3.2 Gen 1 お よび USB 2.0 仕様 と 
互換 性 が あり ます 。 こ の ポー ト を USB デバ イス 用 に 使用 ~ Q-Flash Plus® Ze F8 d SB 
に 、 こ の ポー ト に USB フラ ッシュ メモ リ を 挿入 し て くだ さ 


ライ ン ア ウト 

ライ ン ア ウト 端子 で す 。 

マイ クイ ン 

マイ クイ ン 端 子 で す 。 

光学 SIPDIF 出力 コネ クタ ー 

この コネ クタ ー に より 、 デ シタ リル 作 学 オー ティ オ を ササ ポー トド ト する 外部 オー ティ イオ ンス テバ で デ 


ジタル オー ディ オア ウト を 利用 で きま す 。 こ の 機能 を 使用 する 前 に 、 オ ー gum E 
学 デジ タル オー ディ オイ ンコ ネクター が 装備 され て いる こと を 確認 し て くだ さ 


テイ オ ソ フト ウェ ア の 詳細 設定 に つい て は 、 GIGABYTE の Web サ イト を ご 覧 


27 オン ボー ド ボ タ ン お よび LED 


クイ ッ ク ボ タン 

この マザー ボー ド に は 、 電源 ボタ ン 、 リセ ッ ト ボ タン の 2 つの クイ ッ ク ボ タン が 付い て いま す 。 電 
源 ボ タン と リセ ッ ト ボ タン で は 、 ハー ドウ ェ ア コ ン ポ ボー ネン ト を 変更 し た り ハ ー ド ウェ アテ スト を 
実行 する と き 、 ケー ス を 開い た 環境 下 で コン ピュ ー タ の オン / オ フ ま た は リセ ッ ト を 素早 く 行 うこ 


と か で きま す 。 
















































































































































































































































































































































































PW_SW 
PW_SW : 電源 ボタ ン 
RST_SW: リセ ッ ト ボ タン 
1 ‘one 
L H 
——a 
o Oo Oo il [1 
Oo Oo Oo 1 
Ec z 
ーー Om RST_SW 


























リセ ッ ト ボ タン は 、 い くつ か の 機能 を 切り 替え て 使用 する こと が で きま す 。 別 の タス 
ク を 実行 する た め に ボタ ン を リマ ッ プ する に は 、 詳細 に つい て は 、 GIGABYTE ウェ ブ 


サイ ト の 「BIOS セ ッ ト ア ッ プ 」 ペー ジ に 移動 し 、「RST_SW (MULTIKEY)」 を 検索 し て ご 
参照 くだ さい 。 


QFLASH_PLUS (Q-Flash Plus ボタ ン ) 

Q-Flash Plus で は 、 シ ステ ム の 電源 が 切れ て いる と き (S5 シ ャ ッ ト ダ ウン 状態 ) に BIOS を 更新 す 
る こと が で きま す 。 最新 の BIOS を USB メモ リ に 保存 し て 専用 ボー ト に 接続 する と 、 Q-Flash Plus 
ボタ ン を 押す だ け で 自動 的 に BIOS を 更新 で きま す 。 QFLED は 、 BIOS の マッ チン グ お よび 更新 作 
業 が 開始 され る と 点滅 し 、 メ イン BIOS の 書換 が 完了 する と 点滅 を 停止 し ます 










































































































































































































































































































































































( -EEREE am ceeo 
see OBE 
oo 
[]«—— QFLED 
q E B 
o 0 0 A QFLASH_PLUS 
ーー oo 
i E 
o o o d IB 
Oo Oo Oo a 
a ace : 
ae Cx 
























































QFLASH_PLUS " a 


Q-Flash Plus 機 能 を 使用 に する に は 、 GIGABYTE ウェ ブサ イト の [独自 机 能 | の ペー ジ 
を ご 参照 くだ さい 。 
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ATX 12V 2X2/ATX 12V 2X4 13)  F PANEL 
































2) ATX 14) F AUDIO 
3) CPU FAN 15) FU320G 
4) SYS FAN12/34 16 FU32 
5) SYS_ FAN5/6 PUMP 17) FUSB1/F USB2 
6) CPUOPT 18) SPI TPM 
7) EC TEMPI/EC TEMP2 19)  THB CÍ/THB C2 
8) LED C1ILED C2 20) NOISE SENSOR 
9) D LEDÍ/D LED2 21 CLR CMOS 
10) M2A CPU/M2C SB/M2P SBIM2Q SB 22) RST 
11) SATA3 2/3/4/5/6/7 23)  CPU/DRAM/VGA/BOOT 
12) BAT 








外 部 了/ バイ ス を 接続 する 前 に 、 以下 の ガイ ドラ イン を お 読み くだ さい : 


ます 、 FI バイ ス が 接続 する コネ クタ ー に 準拠 し て いる こと を 確認 し ます 。 

デバ イス を 取り 付け る 前 に 、 デ バイ ス と コン ピュ ー タ の パワ ー が オフ に な っ て いる こと 
を 確認 し ます 。 デバ イス が 損傷 し た な いよ うに 、 コン セン ト か ら 電 源 コ ー ド を 抜き ます 。 
デバ イス を 装着 し た 後 、 コン ピュ ー タ の パワ ー を オン に する 前 に 、 デバ イス の ケー ブル 
が マザー ボー ド の コネ クタ ー に し っ か り 接 続 さ れ て いる こと を 確認 し ます 


227: 


1/2) ATX_12V 2X2/ATX. 12V. 2X4/ATX (2x2、 2x4 12V 電源 コネ クタ ー と 2x12 メイ ン 電 源 
コネ クタ ー) 
電源 コネ クタ ー を 使用 する と 、 電源 装置 は マザー ボー ド の すべ て の コン ポー ネン ト に 安定 し 
た 電力 を 供給 する こと が で きま す 。 電源 コネ クタ ー を 接続 する 前 に 、 ま ず 電 源 装置 の パワ ー 
が オフ に な っ て いる こと 、 す べ て の デバ イス が 正しく 取り 付け られ て いる こと を 確認 し て くだ 


さい 。 電源 コネ クタ ー は 、 正しい 向き で し か 取り 付け が で き な い よう ! 


電源 装置 の ケー ブル を 正しい 方 向 で 電源 コネ クタ ー に 接続 し ます 。 l 
12V 電源 コネ クタ ー は 、 Ele CPU に 電力 を 供給 し ます , 12V 電源 コネ クタ ー が 接続 され て い 
な い 場 合 、 コン ピュ ー タ は 起動 し ませ ん 。 


に 設計 され て お り ま す 。 


拡張 要件 を 満た す た め に 、 高い 消費 電力 に 耐え られ る 電源 装置 を ご 使用 に な る こと 
を お 勧め し ます (500W 以 上 )。 必要 な 電力 を 供給 で き な い 電 源 装 置 を ご 使用 に な る 


と 、 シ ステ ム が 不安 定 に な つっ たり 起 動 で き な い 場合 が あり ます 。 









































































































































































































































































































































































































































ATX 12V 2X2: 
レー ビン 番号 | 定義 
JIBOL 1 GND 
TOE 2 GND 
o oo | : ATX_12V _2X2 3 *12V 
]— | 4 +12V 
| Ok 
ee ooo] — | 
ATX 12V 2X4: 
repo (eves ze ピン 番号 | 定義 
OO 1 GND Qut ン 12V の み ) 5 +12V Qut ン 12V の み ) 
2 GND (2x4 ピ ン 12V の み ) 6 +12V (2xX4 ピ ン 12V の み ) 
ATX 12V 2X4 3 GND 7 +12V 
4 GND 8 +12V 
ATX: 
ピン 番号 | 定義 ピン 番号 | 定義 
回回 1 3.3V 13 | 33V 
ag 2 3.3V 14 | -12V 
回 回 3 | GND 15 | GND 
mad 4 +5V 16 | PS ON( レ フト オン オフ ) 
fe] 5 GND 17 | GND 
(els | 6 +5V 18 GND 
Ha 7 GND 19 | GND 
na 8 電源 良好 20 NC 
回 回 9 5VSB (スタ ン バ イ +5V) 21 +5V 
a 10 [| «12V 22 | +5V 
n 11 +12V (2x12 ピン ATX 専用 )| 23 | 45V (2x12 ピン ATX 専用 ) 
12 | 3.3V(2x12 ピ ン ATX 専用)| 24 | GND(2x12 ピ ン ATX 専用 ) 
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3/4) CPU_FAN/SYS_FAN1/2/3/4 (ファ ン ヘ ッ ダ ) 
この マザー ボー ド の ファ ン ヘ ッ ダ は すべ て 4 ピン で す 。 ほとん どの ファ ン ヘ ッ ダ は 、 誤 挿 入 防止 
設計 が 施さ れ て いま す 。 ファ ン ケ ー ブ ル を 接続 する と き 、 正しい 方 向 に 接続 じ し て くだ さい ( 黒 
い コ ネクター ワイ ヤ は アー スズ ス 線 で す )。 速度 コン トロ ー ル 機能 を 有効 に する に は 、 ファ ン 速 度 
コン トロ ー ル 設計 の ファ ン を 使用 する 必要 が あり ます 。 最適 の 放熱 を 実現 する た め に 、 PC ケ 
ー ズ 内 部 に シス テム ファ ン を 取り 付け る こと を お 勧め し ます 。 















































































































































































































































EI ピン 番号 | 定義 

CPU_FAN 1 GND 
F 2 電圧 速度 制御 

| 3 検知 
4 PWM 速度 制御 






































SYS_FAN1/SYS_FAN2/ 
SYS_FAN3/SYS_FAN4 
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5) SYS FAN5/6 PUMP (シス テム ファ ン / 水 冷 ポ ンプ 用 ヘッ ダ ) 

ファ ン / パ 水冷 用 ポン プ ブ ヘ ッ ダ は 4 ピン で す 。 ほとん どの ファ ン ヘ ッ ダ は 、 誤 挿 入 防止 設計 が 施 
され て いま す 。 ファ ン ケ ー ブ ル を 接続 する と き 、 正しい 方 向 に 接続 し て くだ さい (黒い コネ ク 
ター ワイ ヤ は アー ス 線 で す )。 速度 コン トロ ー ル 機能 を 有効 に する に は 、 ファ ン 速 度 コ ント 
ロー ル 設 計 の ファ ン を 使用 する 必要 が あり ます 。 最適 の 放熱 を 実現 する た め に 、 PC ケー ス 
内 部 に シス テム ファ ン を 取り 付け る こと を お 勧め し ます 。 水冷 ポン プ 用 ファ ン ヘ ッ ダ の 速度 
制御 に つい て は 、 GIGABYTE の ウェ ブサ イト の BIOS セッ ト ア ッ プ | ペー ジ に 移動 し 、「Smart 
Fan 6」 を 検索 し て ご 参照 くだ さい 。 







































































































































































































































































E TERRE = e zal 
ROSE i ビン 番号 | 定義 
1 | GND 
| 2 電圧 速度 制御 
d 3 検知 
à 4 PWM 速度 制御 
日 
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[ I I It ] 


UE 2 


























( > 


ox oo] 回 (に ーー | 























© CPU と シス テム を 過熱 か ら 保護 する た め に 、 ファ ン ケ ー ブ ル を ファ ン ヘ ッ ダ に 接続 
A し て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 冷却 不足 は CPU が 損傷 し た り 、 シス テム が ハン 
グ ア ッ プ す る 原因 と な り ま す , 
・ これ ら の ファ ン ヘ ッ ダ は 設定 ジャ ン パ ブロ ッ ク で は あり ませ ん 。 ヘッ ダ に ジャ ン パ キ 
ャ ヤップ を か ぶせ な いで ぐ く だ さい 。 


Ep 


6 CPU_OPT (水冷 式 CPU ファ ン ヘ ッ ダ ) 
ファ ン ヘ ッ ダ は 4 ピン で 、 簡単 に 接続 で きる よう に 設計 され て いま す 。 ほとん どの ファ ン ヘ へ 
ッ ダ は 、 誤 挿入 防止 設計 が 施さ れ て いま す 。 ファ ン ケ ー ブ ル を 接続 する と き 、 正しい 方 向 に 
接続 し て くだ さい (黒い コネ クタ ー ワ イヤ は アー ス 線 で す )。 速度 コン トロ ー ル 機能 を 有効 に 


する に は 、 ファ ン 速 度 コ ント ロー ル 設 計 の ファ ン を 使用 する 必要 が あり ます 。 
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E 8 
四 
exo oe] 回 に EE | 





CPU_FAN SYS_FAN1~4 

















i ピン 番号 | 定義 
| í 1 | GND 
人 2 電圧 速度 制御 
E 3 検知 
4 PWM 速度 制御 











SYS FAN5/6 PUMP CPU OPT 

















最大 電力 24W 24W 





24W 


24W 











7) EC_TEMP1/EC_TEMP2 (温度 セン サー 用 ヘッ ダ ) 


温度 セン サー 用 の ヘッ ダ に サー ミス タケ ー ブ ル を 接続 し ます 























































































































































































































EC_TEMP2 



































































































































| = 
四半 hn coe s tm | EEE, 
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1 
CL) 


EC_TEMP1 
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定義 





SENSOR IN 











GND 





8) LED_C1LED C2 (RGB LED テ ー プ ヘッ ダ ) 


9) 


この ヘッ ダ は 、 標準 的 な RGB LED テ ー プ (12VIGIRIB) を 使用 する こと が で きま す 。 また 、 最大 
2 メー トル の 長 さ の ケー ブル と 最大 電力 2A (12V) ま で サボ ポー ト し て いま す 。 
























































































































































































































































|| OB 
- ピン 番号 | 定義 
ロロ EE 1 12V 
P LED_C2 2 G 
( d R 
ll 1 上 ルリ 4 B 
LED C1 























































































































回 nnmllmm fae == 
































| | [o9] 
TE En a Po BEE | 



















































































NY ダ に 接続 し た RGB LED テ ー ブ 延 長 ケー ブル と 反対 側 の RGB 。 9 da | ; 

LED テ ー プ ブ ケーブ ル に 接続 し ます 。 延長 ケー ブル の (プラ グ の 三角 "AE SP 
印 ) の 黒 線 は 、 こ の ヘッ ダ の ピン 1 (12V) に 接続 する 必要 が あり ま i 

す 。 延長 ケー ブル の も う 一 方 の 端 (矢印 マー ク ) の 12V ビ ピン は 、LED — '» HI 














テー ブ の 12V と 接続 し た なけ れ ば な り ま せん 。 誤っ て 接続 し た 場合 ーー 
は 、LED テ ー ブ の 損傷 に つなが る 可能 性 が あり ます 。 LED テ ー プ 
の 接続 方 向 に ご 注意 くだ さい 。 


D LED1/D LED2 (Addressable LED テ ー プ 用 ヘッ ダ ) 
ヘッ ダビ ピン を 使用 し て 、 最大 定格 電力 5A (5V) お よび LED 最 大 1000 個 の 標準 5050 addressable 
LED テ ー ブ を 接続 で きま す 






































































































































































































































































































































































































































= EEEEE [7&9 emo a 
Ba 回血 回回 C ン 番 号 定義 
1 V(5V) 
D LED2 
| 2 Data 
ol 3 ピン な し 
d | 10080 4 GND 
Ho D LED1 
2 UU 
= = 
O 
rub "OMS dbi LED 
AddressableLED テ ー プ を ヘッ ダー に 接続 し ます 。 LED テ ー プ 側 の 電 add 
源 ピ ン (プラ グ の 三角 印 ) を addressable LED テ ー プ へ ヘッダ の ピン 1 OA | 


に 接続 する 必要 が あり ます 。 誤っ て 接続 する と 、LED テ ー ブ が 損 
傷 す る 可能 性 が あり ます 。 


LED テ ー ブ プ の 点灯 / 消 灯 方 法 に つい て は 、 GIGABYTE ウ ェ ブ サイ ト の 「 独 自 機能 」 の ペ 
ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


デバ イス を 取り 付け る 前 に 、 デバ イス と コン ピュ ー タ の パワ ー が オフ に な っ て いる こと 
を 確認 し ます 。 デバ イス が 損傷 し な いよ うに 、 コン セン ト か ら 電 源 コ ー ド を 抜き ます 。 


E 


10) M2A_ CPU/M2C SB/M2P SB/M2Q SB (M.2 ソケット 3 コネ クタ ー) 


M.2 SSD に は 、 M.2 SATA SSD と M.2 PCle SSD の 2 種類 が あり ます 。 使用 する M.2 ソケット が ど 
ちら の タイ プ の M.2SSD に 対応 し て いる か を 必ず 確認 し て くだ さい 。 M.2 PCle SSD を M.2 SATA 
SSD また は SATA ハー ドド ライ ブ を 用 いて RAID セッ ト を 構築 する こと は で きま せん 。 RAID 
a aaa は 、GIGABYTE ウ ェ ブ サイ ト の [RAID アレ イ 設 定 方 法 」 の ペー ジ を ご 


参照 くだ さ 
= PER 
O O O | M2A_CPU 
110 80 60 
O O O | M2C_SB 
110 80 60 


〇 O て M2P_SB 
110 80 60 
O O O M20_SB 
110 60 60 


M. ae に M.2 対 応 SSD に 増設 する 場合 、 以下 の 手順 に 従っ て くく だ さい 。 

ATY 

M.2 SSD を 取り 付け る M.2 ス ロッ ト で 、 ヒー トシ ンク の ネジ を ドラ イ バ ー で 外し 、 ヒー トシ ンク 
を 取り 外し て くだ さい 。 M.2 コ ネクター の サー マル パッ ド か ら 保 護 フ ィ ル ム を 取り 外し ます 。 
RT UJA: 

M.2 SSD ド ライ ブ の 長 さ に 基づい て 、 適切 な 取り 付け 穴 を 見 つけ ます 。 必要 に 応じ て 、 ネジ 
AA し ます 。 コネ クタ ー に 終 め の 角度 で M.2 対 応 SSD を スラ イド 
ステ ッ プ 3: 

M.2 SSD を 押し 下げ て か ら 、 付属 の ネジ を 使っ て コネ クタ ー に 固定 し ます 。 (区 一 トシ ンク の 
ee ee eS だ さい 。 ) ヒ NC, ンク を 元 に 戻し 、 元 の 穴 に 
固定 i 
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exo w] Egit E e | 





* 各 M.2 コネ クタ ー が サポ ボー ト す る M.2SSD の 種類 : 




















M.2 PCle x4 SSD | M.2 PCle x2 SSD | M.2SATASSD 
M2A_CPU ン ン X 
M2C_SB ン ン ン 
M2P_SB ン ン 
M2Q SB v v 

















M.2 PCle SSD に OS を イン スト ー ル する 場合 は 、 まず Intel RST VMD コン トロ ー ラ ー 
の ドラ イ バ ー を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 詳細 な 手順 に つい て は 、 第 4 章 を 
参照 し て くだ さい 。 
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M.2、 お よび SATA の コネ クタ ー を ご 使用 の 際 の 注意 事項 : 

SATA コネ クタ ー の 利用 可 用 数 は 、M.2 ソケット に 取り 付け られ て いる デバ イス の 種類 に よ 
っ て 影響 を 受け る 可能 性 が あり ます 。 M2C_SB コ ネクター は 、 SATA3 2. 3 コネ クタ ー と バン ド 
幅 を 共有 し ます 。 詳細 に 関し て は 、 次 の 表 を ご 参照 くだ さい 。 


e M2A CPU/M2P SB/M2Q SB: 


cule ris 
SATA3 2 SATA3 3 SATA3 4 SATA3 5 SATA3 6 SATA3 7 


M.2 PCle SSD 





^ 


v : 利用 可能 、X : 利 用 不可 


e M2C SB: 


ae) A 
ue 3 2 SATA3 2 SATA3 3 SATA3 4 SATA3 5 SATA3 6 SATA3 7 
の 種類 


M.2 SATA SSD 


M.2 SSD を 使用 し て い 


な い 場 合 





v :利用 可 能 、X : 利用 不 可 
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11) SATA3 2/3/4/5/6/7 (SATA 6Gb/s コ ネクター) 
SATA コネ クタ ー は SATA 6Gb/s に 準拠 し 、SATA 3Gb/s お よび SATA 1.5Gb/s と の 互換 性 を 有 し て 
いま す 。 そ れ ぞ れ の SATA コ ネクター は 、 単 一 の SAIA デ バイ ス を サポ ー ト し ます 。IntelW チ ッ プ 
セッ ト は 、RAID 0、RAID 1、RAID 5、 お よび RAID 10 を サポ ー ト し ます 。RAID アレ イ の 設定 に つい 






























































































































































































































































































































































































































て は 、GIGABYTE ウェ ブサ イト の 「RAID アレ イ 設 定 方 法 」 の ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 
= TEE ===) 
OEE oN r3 mo 
E ビン 番号 | 定義 
1 GND 
ーー 2 | TXP 
| | 
ロー トー ゴロー] 3 | TXN 
i i | sar 4 GND 
o o o i| " 3 5 7 
J : SATA3 9 RXN 
o o o 1| 6 RXP 
Eo d ow | 7 GND 
| © 
p om Bid) 
ea ooo に gi EE 











SATA ボ ー ト ホッ ト プ ラ グ を 有効 に する に は 、 GIGABYTE ウェ ブサ イト の BIOS セッ ト ア 
ッ プ | ペー ジ に 移動 し 、「SATA Configuration] を 検索 し て ご 参照 くだ さい 。 


12) BAT (/ パッ テリ =) 
バッ テリ ー は 、 コン ピュ ー タ が オフ に な っ て いる と き CMOS の 値 (BIOS 設定 、 日 付 お よび 時 
刻 情報 な ど ) を 維持 する た め に 、 電力 を 提供 し ます 。 バッ テリ ー の 電圧 が 低 レ ベル まで 下 が 
are 2 P NIS だ さい 。 CMOS 値 が 正確 に 表示 され な か っ た り 、 失わ れる 可 
| 土 が o 





























































































































































































































& 5s | バッテリー を 取り 外す と 、CMOS 値 を 消去 で きま す : 

ーー | 1. コ ンピュータ の パワ ー を オフ に し 、 電源 コー ド を 抜き ます 。 

2. バッ テリ ー ホ ル ダ か ら バ ッ テ リ ー を そっ と 取り 外し 、1 分 待ち 
ます 。 (また は 、 ド ライ バー の よう な 金属 物体 を 使用 に て バッ テ 
リー ホル ダ の 十 と 一 の 端子 に 触れ 、5 秒間 ショ ー ト させ ます 。 ) 

3. バッ テリ ー を 交換 し ます 。 

4. 電源 コー ド を 差し 込み 、 コ ンピュータ を 再起 動 し ます 。 


e バッ テリ ー を 交換 する 前 に 、 常に コン ピュ ー タ の パワ ー を オフ に し て か ら 電 源 コー 
A ド を 抜い て くだ さい 。 

・ バッ テリ ー を 同等 の バッ テリ ー と 交換 し ます 。 誤っ た バッ テリ ー モ デル に 交換 し た 

場合 、 ご 使用 の 機器 が 破損 する 場合 が あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 

・ バッ テリ ー を 交換 で き な い 場合 、 また は バッ テリ ー の モデ ル が は っ きり 分 か ら な い 
場合 、 購入 店 また は 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
バッ テリ ー を 取り 付け る と き 、 バッ テリ ー の プラ ス 側 H と マイ ナス 側 () の 方 向 に 注 
意 し て くだ さい (プラ ス 側 を 上 に 向け る 必要 が あり ます )。 
使用 済み の バッ テリ ー は 、 地 域 の 環境 規制 に 従っ て 処理 し て くだ さい 。 
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13) F PANEL (前 面 バ ネル ヘッ ダ ) 
下記 の ピン 配列 に 従い 、 パ ワー スイ ッ チ 、 リ セッ トス イッ チ 、 スピ ー カ ー、 PC ケー ス 開 閉 感知 
ヘッ ダ 、 ケース の イン ジ ケ ー タ ー (パワ ーLED や HDD LED な ど ) を 接続 し ます 。 接続 する 際 に 
は 、 二 と ーー の ピン に 注意 し て くだ さい 。 
































































































































































































































































































































































































EQ em Emp OE パワ ー LED| | パワー スイ ッ チ 
oreg 88 t 
da Ww 
an —1 D 
<5 A 
o Oo oO | : 
EEC | 
UU Ald] 5 Ada 
H " E 
o Oo oO H Es oy = E 
ut = ui c c 
Oo Oo o 2 I oc EIz 
J A 
mE. 
er - J i リセ ッ ト パワ ーLED 


























スイ ッ チ 








PLED/PWR LED (電源 LED): 

シス テム LED PC ケー ス 前 面 パ ネル の 電源 ステ ー タ スイ ンジ ケー ター に 接続 し ま 
ステ ー タ ス d. シス テム が 作動 し て いる と き 、 LED は オン に な り ま す 。 シス テム 
S0 オン | が S3/S4 スリ ー プ 状態 に 入 つ て いる と き 、 また は パワ ー が オフ に な 
$3/S4/S5 オフ つて で いる と き (8S5)、IED ほ は オフ に な り ま あま 

















PW (パワ ー ス イッ チ ): 

PC ケー ス 前 面 パ ネル の 電源 ステ ー タ スイ ンジ ケー ター に 接続 し ます 。 パワ ー ス イッ チ を 使 
用 し て シス テム の パワ ー を オフ に する 方 法 を 設定 で きま す (詳細 は GIGABYTE ウェ ブサ イト 
の [BIOS セッ ト ア ッ プ | ペー ジ に 移動 し 、「Soft-Off by PWR-BTTN」 を ご 参照 くだ さい )。 
SPEAK (スピ ー カ ー): 

PC ケー ス の 前 面 パ ネル 用 スピ ー カ ー に 接続 し ます 。 シス テム は 、 ビー プ コ ー ド を 鳴ら すこ 
と で シス テム の 起動 ステ ー タ ス を 報告 し ます 。 シス テム 起動 時 に 問題 が 検出 され な い 場 
合 、 短い ビー プ 音 が 1 度 鳴り ます 

HD (ハー ドド ライ ブ ア ク ティ ビ テ ィ LED): 

PC ケー ス 前 面 パ バネ ル の ハー ドド ライ ブ ア ク ティ ビ テ ィ LED に 接続 し ます 。 ハー ドド ライ ブ 
が デー タ の 読み 書き を 行っ て いる と き 、 LED は オン に な り ま す 。 

RES (リセ ッ ト ス イッ チ ) : 

PC ケー ス 前 面 パ ネル の リセ ッ ト ス イッ チ に 接続 し ます 。 コン ピュ ー タ が フリ ー ズ し 通常 の 
再起 動 を 実行 で き な い 場合 、 リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て コン ピュ ー タ を 再起 動 し ます , 

CI (PC ケー ス 開 閉 感知 ヘッ ダ ) : 

PC ケー スカ バー が 取り 外さ れ て いる 場合 、 PC ケー ス の 検出 可能 な PC ケー ス 開 閉 感知 ス 
イッ チ / セ ン サ ー に 接続 し ます 。 この 機能 は 、 PC ケー ス 開 閉 感知 スイ ッ チ / セ ン サ ー を 搭載 
し た PC ケー ス を 必要 と し ます , 

NC: 接続 な し 。 


Qn パネ ル の デザ イン は 、 ケ ー ス に よっ て 異な り ま す 。 前 面 バ ネル モジ ュー ル は 、 パワ 


=R A IF リセ ッ ト ス イッ SIE. ハー ドド ライ ラク ティ イ ピ ディ IED、 ス ピー ク カ 
ー な ど で 構 成 さ れ て いま す 。 ケー ス 前 面 バ ネル モジ ュー ル を この ヘッ ダ に 接続 し て いる 
と き 、 ワ イヤ 割り 当て と ピン 割り 当て が 正しく 一 致し て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 
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14) F AUDIO (前 面 パ ネル オー ディ オ ヘ ッ ダ ) 


フロ ント パネ ルオ ー デ ィ オ ヘッ ダ は 、 High Definition audio (HD) を サポ ー ト し ます 。 PC ケー ス 前 面 
パネ ル の オー ディ オモ ジュ ー ル を この ヘッ ダ に 接続 する こと が で きま す 。 モジ ュー ルコ ネ ク タ 
ー の ワイ ヤ 割 り 当 て が 、 マ ザー ボー ド ヘ ッ ダ の ピン 割り 当て に 一 致し てこ いる こと を 確認 し て く 
だ さい 。 モジ ュー ルコ ネクター と マザー ボー ド ヘ ッ ダ 間 の 接続 が 間違っ て いる と 、 デバ イス は 


作動 せ ず 損傷 する こと が あり ます 。 
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15) F_U320G (USB 3.2 Gen 2x2 に 対応 する USB Type-C°^N Y 4) 





定義 





MIC2 L 





GND 





MIC2 R 





NC 





LINE2 R 





検知 





GND 





ピン な し 





O10 No oO] 人 ci 一 


LINE2 L 








= 
© 





検知 








TONY ZK, USB 3.2 Gen 2x2 仕 様 に 準拠 し 、1 つ の USB ボ ポー ト 使 用 で きま す 。 
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PC ケー ス の 中 に は 、 前 面 パ ネル の オー ディ オモ ジュ ー ル を 組み 込ん で 、 単 一 コネ クタ ー 
の 代わ り に 各 ワ イヤ の コネ クタ ー を 分 離し て いる も の も あり ます 。 ワイ ヤ 割 り 当 て が 異 
な っ て いる 前 面 パ ネル の オー ディ オモ ジュ ー ル の 接続 方 法 の 詳細 に つい て は 、 PC ケー 
ス メ ー カ ー に お 問い 合わ せく だ さい 。 































































































































































































p ピン 番号 | 定義 ピン 番号 | 定義 
: 1 VBUS 11 VBUS 
2 TX1+ 12 | TX2+ 
A 3 TX1- 3 | 1X2 
4 GND 14 | GND 
5 RX1+ 15 | RX2+ 
7 6 RX1- 16 | RX2- 
a 7 VBUS 17 GND 
= 8 CC1 18 |D- 
CX 9 SBU1 19 | D+ 
— 10 | SBU2 20 |CC2 











emo caso [F777] re TE PEEP P| EE 
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16) F_U32 (USB 3.2 Gen 1 ヘッ ダ ) 
ヘッ ダ は USB3.2Gen 1 お よび USB2.0 仕 様 に 準拠 し 、 2 つの USB ボ ポー ト が 装備 され て いま す 。 USB 
3.2 Gen 1 対応 2 ボー ト を 装備 する オプ ショ ン の 3.5"『 フ ロン ト パ ネ ル の ご 購入 に つい て は 、 販売 
店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 































































































































































































































































































































































































En ピン 番号 | 定義 、 | ピン 番号 | 定義 
1 | VBUS u D% 
2 | SSRX1- 人 | 
3 SSRX1+ 13 GND 
4 | GND 14 | SSTX2+ 
5 | SSTXt- 15 | SSTX2- 
| 中 1 10 i SSTX1+ 16 | GND 
an 7 | GND 17 | SSRX2+ 
| E 8 — [Dt 18 | SSRX2- 
ーー 9 — |Dt 19 | VBUS 
E o Cm 10 NC T VE 
EZ] æ oir pea ec] EE 


















































17) F_USB1/F_USB2 (USB 2.0/1.1 ヘッ ダ ) 
ヘッ ダ は USB 2.0/1.1 仕様 に 準拠 し て いま す 。 各 USB ヘッ ダ は 、 オ プシ ョ ン の USB ブラ ケッ ト 
を 介し て 2 つの USB ボ ポート を 提供 で きま す 。 オプ ショ ン の USB ブラ ケッ ト を 購入 する 場合 
は 、 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
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OBE ビン 番号 | 定義 
| | 1 電源 (5V) 
d 3 USB DX- 
^ 4 USB DY- 
= & é n ol 5 USB DX+ 
ーーーーーーー 6 USB DY+ 

7 | GND 

j = 8 GND 
cE 9 | ピン な し 

Ss 10 NC 






























































・ IEEE 1394 ブラ ケッ ト (2x5 ピン ) ケー ブル を USB 2.0/1.1 ヘッ ダ に 差し 込ま な いで く 
ただ た さい 。 

・ USB ブ ラケット を 取り 付け る 前 に 、 USB ブ ラケット が 損傷 し な いよ うに 、 コン ピュ ー 
タ の 電源 を オフ に し て か ら コ ン セ ント か ら 電 源 コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 
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18) SPI TPM (TPM モ ジュ ー ル 用 ヘッ ダ ) 
SPI TPM (TPM モ ジュ ー ル ) を この ヘッ ダ に 接続 で きま す 。 
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ビン 番号 | 定義 
1 デー タ 出 力 
2 電源 (3.3V) 
3 Eval 
4 NC 
5 デー タダ 入力 
6 CLK 
チッ プ 選 択 
8 GND 
9 IRQ 
10 NC 
11 NC 
12 RST 








19) THB. C1/THB C2 (Thunderbolt™ 7? ドイ ンカ ー ド コネ クタ 一 ) 
これ ら の 端子 は GIGABYTE Thunderbolt™ アド イン カー ド 用 で す 。 
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8 
= 8 回 ロロ ロロ QQ ロ ロロ o 
C 回 toll aa IET: [1 eae 23 E Ta] detnr) [03 





2 THUNDERBOLT, 


ready 


Thunderbolt" アド イン カー ド を サポ ー ト し ます 。 
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20) NOISE_SENSOR (ノイ ズ 検 知 ヘ ッ ダ ) 
この ヘッ ダ を 使用 し て 、 ケー ス 内 の ノイ ズ を 検出 する た め の ノ イズ 検出 ケー ブル を 接続 する 













































































































































































































































































































































































































































































COD Cas. 
=a. () 
ーー i ピン 番号 | 定義 
n | | () 1 | ノイ ズ 検知 
EH - 
mcr d P 1 
| IE Í 
Oo o o i| p 
c EN ノイ ズ 検 出 
GEB. 1 [) ケー ブル 
| = | 
RS QO 



































ノイ ズ 検 出 機能 の 詳細 に つい て は 、 GIGABYTE ウェ ブサ イト の 「 独 自 機能 」 ペー ジ に 
移動 し 、「System Information Viewer] を 検索 し て ご 参照 くだ さい 。 


ケー ブル を ヘッ タダ に 接続 する 前 に 、 必ず ジャ ン パ キャ ッ プ を 外し て くだ さい 。 ヘッ ダ 
が 使用 され て いな い 場 合 は 、 ジ ャ ン パ キャ ッ プ を 取り 付け て くだ さい 。 


21) CLR_CMOS (CMOS ク リア ジャ ン パ ) 
この ジャ ン パ を 使用 し て BIOS 設定 を クリ ア す る と と も に 、CMOS 値 を 出荷 時 設定 に リセ ッ ト 
i e し する に は 、 ド ライ バー の よう な 金属 製品 を 使用 し て 2 つの ピン に 数 
DE o 
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i CD オー プン :Normal 



















































































- GI) | ショ ー ト :CMOS の クリ ア 
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・ CMOS 値 を 初期 化す る 前 に 、 常に コン ピュ ー タ の パワ ー を オフ に し 、 コン セン ト か 
A ら 電 源 コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 
・ シス テム が 再起 動 し た 後 、 BIOS 設 定 を 工場 出荷 時 に 設定 する か 、 手動 で 設定 し 
て くだ さい (Load Optimized Defaults 選択 ) BIOS 設定 を 手動 で 設定 し ます (詳細 は 
GIGABYTE ウェ ブサ イト の [BIOS セッ ト ア ッ プ 」 ペー ジ を ご 参照 くだ さい )。 


229. 


22) RST (リセ ッ ト ジ ャ ン パ ) 
PC ケー ス 前 面 パネ ル の リセ ッ ト ス イッ チ を 、 リ セッ ト ジ ャ ン パ に 接続 し ます 。 コン ピュ ー タ が 
Z リ Z 通常 の 再 起動 を 実行 で き な い 場合 リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て コン ピュ ー タ を 再 
a 
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リセ ッ ト ジ ャ ン パ は 、 い くつ か の 機能 を 切り 替え て 使用 する こと が で きま す 。 別 の タ 
スク を 実行 する た め に ボタ ン を リマ ッ プ する に は 、 詳細 に つい て は 、 GIGABYTE ウェ 


ブサ イト の 「BIOS セ ッ ト ア ッ プ 」 ペー ジ に 移動 し 、「RST_SW (MULTIKEY)」 を 検索 し て 
ご 参照 くだ さい 。 


23) CPUIDRAM/VGA/BOOT (ステ ー タ ス LED) 
ステ ー タ ス LED は 、 シ ステ ム の 電源 投入 後に に PU、 メモ リ 、 グラ フィ ックス カー ド 、 お よび オペ 
レー ティ ング シス テム が 正常 に 動作 状態 を 表示 し ます 。 CPU/DRAM/VGALED が 点灯 て いる 
場合 は 、 対応 する デバ イス が 正常 に 動作 し て いな いこ と を 意味 し ます 。 BOOTLED が 点灯 し 
て いる 場合 、 オペ レー ティ ング シス テム を 読み 込ん で いな いこ と を 意味 し ます 。 






































































































































od CPU | DRAM 
ü ü VGA | BOOT 





































































































CPU :CPU ス テー タス LED 

DRAM: メ モリ ・ ス テー タス LED 
VGA: グ ラフ ィ ッ クス カー ド ・ ス テー タス LED 
BO0T: オ ペレ ー テ ィング シス テム ステ ー タ ス LED 
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第 3 章 BIOS セッ ト ア ッ プ 


BIOS (Basic Input and Output System) は 、 マ ザー ボー ド 上 の CMOS に ある シス テム の ハー ドウ エア の 
パラ メー タ を 記録 し ます 。 主 な 機能 に は 、 シ ステ ム 起 動 、 シス テム パラ メー タ の 保存 、 お よび オペ 
レー ティ ング シス テム の 読み 込み な ど を 行う パワ ー オン セル フ テス ト (POST) の 実行 な ど が あり 
ます 。 BIOS に は 、 ユー ザー が 基本 シス テム 構成 設定 の 変更 また は 特定 の シス テム 機能 の 有効 化 
を 可能 に する BIOS セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム が 含ま れ て いま す 。 


電源 を オフ に する と 、CMOS の 設定 値 を 維持 する た め マ ザー ボー ド の パ バッテリー が CMOS に 必 
要 な 電力 を 供給 し ます 


BIOS セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム に アク セス する に は 、 電源 オン 時 の POST 中 に «Delete» キー を 押 
Bes 


o 


2m を ア d レー ド す る に は 、 GIGABYTE Q-Flash また は BIOS ユー ティ リティ の いずれ か を 
使用 し ま 
・ Q-Flash に より 、 ユー ザー は オペ レー ティ ング シス テム に 入る こと な く BIOS の アッ プク レー 
ド ま た は バッ クア ッ プ を 素早 く 簡 単に 行え ます 。 
* @BIOS は 、 イ ンタ ーネット か ら BIOS の 最新 バー ジョ ン を 検索 し ダウ ン ロ ー ド する と と も に 
BIOS を 更新 する Windows ベー ス の ユー ティ リティ で す 。 
Q-Flash お よび @BIOS ユー ティ リティ の 使用 に 関す る 使用 説明 に つい て は 、 GIGABYTE の ウェ 
ブサ イト の 「 独 自 機能 」 ペー ジ に 移動 し 、「BIOS Update Utilities) を 検索 し て ご 参照 くだ さい 


・ BIOS の 更新 は 潜在 的 に 危険 を 伴う た め 、 BIOS の 現在 の バー ジョ ン を 使用 し て いる 
A と き に 問題 が 発生 し て いな い 場 合 、 BIOS を 更新 し な いこ と を お 勧め し ます 。 BIOS 
の 更新 は 注意 し て 行っ て くだ さい 。 BIOS の 不適 切な 更新 は 、 シ ステ ム の 誤動作 の 原 

因 と な り ま す 
・ シス テム の 不安 定 ま た は その 他 の 予期 し な い 結 果 を 防ぐ た め に 、 初 期 設定 を 変更 
し な いこ と を お 勧め し ます (必要 な 場合 を 除く )。 誤っ た BIOS 設 SURE ジス デム 
ar E その よう な こと が 発生 し た 場合 は 、CMOS 値 を 既定 値 に リセ ッ 

ト し て みて くだ さ 
。 MOSZ UP F ZASI に つい て は 、 第 2 章 の バッ テリ / CMOS ク リア ジャ ン パ ボタ ン 概 
要 を 参照 し て 、 また は GIGABYTE ウェ ブサ イト の TBIOS セッ ト ア ッ プ | ペー ジ に アク 
AS [Load Optimized Defaults] で CMOS 値 を クリ ア す る 方 法 を 検索 し て ご 参照 く 

だ さ 





BIOS セッ ト ア ッ プ の 詳細 設定 に つい て は 、 GIGABYTE の Web サ イト を ご 覧 くだ さい 。 
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起動 画面 


コン ピュ ー タ が 起動 する と き 、 次 の 起動 ロゴ 画面 が 表示 され ます 。 


v 


SAURUS 


DEL: BIOS SETUP\Q-FLASH F12 : BOOTMENU END : Q-FLASH 機能 キー 





機能 キー: 

<DEL>:BIOS SETUP\Q-FLASH 
<Delete> キ ー を 押し て BIOS セ ッ ト ア ッ プ に 入り 、 BIOS セ ッ ト ア ッ プ で Q-Flash ユ ー テ ィ リ ティ に 
アク セス し ます 


<F12>:BOOT MENU 
起動 メニ ュー に より 、 BIOS セッ ト ア ッ プ に 入る こと な く 第 1 起動 デバ イス を 設定 で きま す 。 
起動 メニ ュー で 、 上 矢印 キー «1» また は 下 矢印 キー <\> を 用 いて 第 1 起動 デバ イス を 選択 
し 、 次 に «Enter» キー を 押し て 確定 し ます 。 シス テム は その デバ イス か ら と 起動 し ます 。 
注 : 起動 メニ ュー の 設定 は 1 回 の み 有 効 で す 。 シス テム 再起 動 後 の デ バイ ス の 起動 順序 は 
BIOS セッ ト ア ッ プ の 設定 の 順序 と な り ま す 。 


<END>:Q-FLASH 
<End> キー を 押す と 、 先 に BIOS セッ ト ア ッ プ に 入る 必要 な く 直 接 Q-Flash Utility に アク セス し 
ES 


o 
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第 4 草 ※。 オペ レー ティ ング シス テム と ドラ イ バ を 





イン スト ー ル する 


41 オペ レー ティ ング シス テム の イン スト ー ル 
BIOS 設 定 が 正しけれ ば 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム を いつ で も イン スト ー ル で きま す 。 


M.2 PCle SSD や RAID ボリ ュー ム に OS を イン スト ー ル する 場合 は 、0S イン スト ー ル 時 に まず 
Intel RST VMD コン トロ ー ラ ー の ドラ イ バ ー を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 以下 の ステ ッ 
プ を 参照 し て くだ さい 。 


テウ クッ 

GIGABYTE の ウェ ブサ イト に アク セス し 、 マ ザー ボー ド 型 番 の 製品 ウェ ブ ペ ベー ジ を 参照 し 、 Supporti 
Download\SATA RAID/AHCI ペー ジ 欄 か ら Intel SATA Preinstall driver フフ イル を ダウ ン ロ ー ド し 、 ファ 
イル を 解凍 し て USB メ モリ に コピ ー し て くだ さい 。 


AW 

Windows セッ ト ア ッ プ ディ スク か ら ブ ー ト し 、 RAED OS イン スト ー ル ステ ッ プ を 実施 し ます 。 画面 
で ドラ イ バ を 読み 込ん で くだ さい と いう 画面 が 表示 され た ら 、 Browse を 選択 し ます 。 

テッ プク 3， 

USB メ モリ ドラ イブ を 挿入 し 、 ドラ イ バ の 場所 を 閲覧 し ます 。 下図 に 示し た 画面 が 表示 され た 


ら 、 Intel RST VMD Controller 467F を 選択 し 、Next を クリ ッ ク し て ドラ イ バ を ロー ド し OS の イン 
スト ー ル を 続行 し ます 。 


GO gi, Windows Setup Es 


Select the driver to install 























ES 


4-2 ドラ イ バ の イン スト ー ル 


オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム を イン スト ー ル し た 後 、 APP Center 経由 で ドラ イ バ と GIGABYTE ア 
プリ ケー ショ ン を タウ ン ロ ー ド し て イン スト ー ル する が どう か が を 尋ね る 、 タイ アロ グ クボ ックス か 
デス クト ッ プ の 右 下 隅 に 表示 され ます 。 Install を クリ ッ ク し て イン スト ー ル を 続行 し ます 。(BIOS 
設定 画面 で 、 SettingsMO PortsAPP Center Download & Install Configuration\APP Center Download & Install 
D Enabled (有効 ) に 設定 され て いる こと を 確認 し じ て く だ さい 。 ) 





End User License Agreement (使用 許諾 契約 書 ) ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され た ら 、<Accept ( 同 
する )> を 押し て APP Center を イン スト ー ル し ます , APP NR イン スドー ルル し 0 いう 
バ と アプ リケーション を 選択 し て Install を クリ ッ ク し て くだ さ 


= 
ES 
T 





TS T 
イド に アク セス し て くだ さい 


第 5 草 


付録 


5-1 RAID セッ ト を 設定 する 


























RAID レ ベル 
RAID 0 RAID 1 RAID 5 RAID 10 
バー ドド ライ 
ブ の 最小 数 >2 2 >3 4 
P=) bat AU en. oe (ハー ドド ライ ブ の | (ハー ドド ライ ブ の 
アレ イ 人 容量 | 数 * 最 小 ド ライ ブ 8T 712707 pg 最小 ドラ イ | Bat INEO 
の サイ ズ プ の サイ ズ プ の サイ ズ 
耐 故障 性 いい え は い は い に は い 











始め る 前 に 、 以下 の アイ テム を 用 意 し て くだ さい : 
この マザー ボー ド は 、 RAIDO, RAID 1、 RAID 5、 RAID 10 に 対応 し て いま す , RAID アレ イ を 構成 する 


前 に 、 上 の 表 に 示さ れ て いる よう に 正しい 数 の ハー ドド ライ ブ を 準備 し て くだ さい 。 


SATA ハ ー ド ドラ イブ また は SSDs。 最適 の パフ ォ ー マ ンス を 発揮 する た め に 、 同じ モデ ル と 容 


量 の ハー ドド ライ ブ を 2 台 使用 する こと を お 勧め し ます 。 
・ Windows セッ ト ア ッ プ デイ スク 。 
・ イン ター ネッ ト に 接続 され た コン ピュ ー タ 。 
・ USB メモ リド ライ ブ 


・ M.2 PCle SSD を 、 M.2 SATA SSD また は SATA ハー ドド ライ ブ と の RAID アレ イ を 構築 


する た め に 使用 する こと は で きま せん 。 
© M.2 お よび SATA コネ クタ ー で サポ ボー ト さ れる 構成 に つい て は 、「 内 部 コネ クタ ー」 
を 参照 し て くだ さい 。 
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RAID ア レイ の 構成 の 詳細 に つい て は 、 GIGABYTE の Web サ イト を ご 覧 くだ さい 。 


5-2 LED の デバ ッ グ コー ド に つい て 































































































通常 起動 

コー ド 説明 

10 PEI コア が 開始 され ます 。 

11 プレ メモ リ CPU の 初期 化 が 開始 され ます 。 

12~14 予約 済み で す 。 

15 プレ メモ リノ ー ス ブリ ッ ジ の 初期 化 が 開始 され ます 。 
16~18 予約 済み で す 。 

19 プレ メモ リサ ウス リッ ジ の 初期 化 が 開始 され ます 。 
1A-2A 予約 済み で す 。 

2B~2F メモ リー の 初期 化 。 

31 メモ リ が イン スト ー ル され て いま す 。 

32~36 CPU PEI の 初期 化 。 

37~3A IOH PEI の 初期 化 。 

3B~3E PCH PEI の 初期 化 。 

3F~4F 予約 済み で す 。 

60 DXE コア が 開始 され ます 。 

61 NVRAM の 初期 化 。 

62 PCH ラン タイ ム サ ー ビ ス の イン スト ー ル 。 

63~67 CPU DXE の 初期 化 が 開始 され ます 。 

68 PCI ホス トブ リッ ジ の 初期 化 が 開始 され ます 。 

69 IOH DXE の 初期 化 。 

6A IOH SMM の 初期 化 。 

6B~6F 予約 済み で す 。 

70 PCH DXE の 初期 化 。 

71 PCH SMM の 初期 化 。 

72 PCH devices の 初期 化 。 

73~77 PCH DXE の 初期 化 (PCH モジ ュー ル 固 有 )。 

78 ACPI Core の 初期 化 。 

79 CSM の 初期 化 が 開始 され ます 。 

7A-7F AMI で 使用 する た め に 予約 済 で す 。 

80~8F OEM を 使用 する (OEM DXE の 初期 化 コ ー ド ) の た め に 予約 済 で す 
90 DXE か ら BDS (ブー ト デ バ イス 選択 ) へ 位相 を 移行 し ます , 











ドラ イ バ を 接続 する た め に イベ ント を 発行 し ます 。 








ET 











































































































コー ド 説明 

92 PCI バス の 初期 化 が 開始 され ます 。 

93 PCI / バス の ホッ トブ プラ グ の 初期 化 。 

94 要求 され た リソー ス 数 を 検出 する た め の PCI / バス の 列挙 値 。 

95 PCI デバ イス の 要求 され た リソー ス を 確認 し ます 。 

96 PCI デバ イス の リソー ス を 割り 当て ます 。 

97 コン ソー ル 出 力 デ バイ ス ( 例 モニ ター が 点灯 ) が 接続 され まし た 。 

98 コン ソー ル 人 入力 デバ イス ( 例 PS2IUSB キー ボー ド / マ ウス が アク ティ ブ 化 され 
る ) が 接続 され まし た 。 

99 スー パー 1/0 の 初期 化 。 

9A USB の 初期 化 が 開始 され ます 。 

9B USB の 初期 化 プ ロ セ ス 中 に リセ ッ ト を 発行 し ます 。 

9C 現在 接続 中 の すべ て の USB デバ イス を 検出 し て イン スト ー ル し ます 

9D 現在 接続 中 の すべ て の USB デバ イス を アク ティ ブ 化 し ます 。 

9E-9F 予約 済み で す 。 

A0 IDE の 初期 化 が 開始 され ます 。 

M IDE の 初期 化 プ ロ セ ス 中 に リセ ッ ト を 発行 し ます 。 

A2 現在 接続 中 の すべ て の IDE デバ イス を 検出 し て イン スト ー ル し ます 

A3 現在 接続 中 の すべ て の IDE デバ イス を アク ティ ブ 化 し ます 。 

A4 SCSI の 初期 化 が 開始 され ます 。 

A5 SCSI の 初期 化 プ ロ セ ス 中 に リセ ッ ト を 発行 し ます 。 

A6 現在 接続 中 の すべ て の SCSI デバ イス を 検出 し て イン スト ー ル し ます 。 

A7 現在 接続 中 の すべ て の SCSI デバ イス を アク ティ ブ 化 し ます 。 

A8 必要 に 応じ て パス ワー ド を 確認 し ます 。 

A9 BIOS セッ ト ア ッ プ が 開始 され ます 

AA 予約 済み で す 。 

AB BIOS セッ ト ア ッ プ 中 に ユー ザー コマ ンド を 待ち ます 。 

AC 予約 済み で す 。 

AD OS ブー ト 用 の イベ ント を 起動 する レデ ィ ー を 発行 し ます 。 

AE レガ シー OS を 起動 し ます 。 

AF フー ト サ ー ビ ス を 終了 し まま 

BO ラン タイ ム AP イン スト ー ル が 開始 され ます 。 

B1 ラン タイ ム AP イン スト ー ル が 終了 し ます 。 

B2 レガ シー オプ ショ ン ROM の 初期 化 。 

B3 必要 に 応じ て 、 シス テム を リセ ッ ト し ます 
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コー ド 説明 

B4 USB デバ イス の ホッ ト プ ラ グイ ン で す , 

B5 PCI デバ イス の ホッ トブ プラ グ で す 。 

B6 NVRAM の クリ ー ン アッ プ を 行い ます 。 

B7 NVRAM を 再 設定 し ます 。 

B8-BF 予約 済み で す 。 

CO-CF 予約 済み で す 。 

S3 レジ ュー ム 

コー ド 説明 

EO S3 レジ ュー ム が 開始 され ます (DXE IPL か ら 呼 び 出さ れる )。 

E1 S3 レジ ュー ム 用 の 起動 スク リプ ト デ ー タ を 入力 し ます 。 

E2 |S3 レジ ュー ム の た め VGA を 初期 化し ます 。 。 
E3 OS は 、 S3 ウェ イク ベク ター を 呼び 出し ます 。 

e a 
コー ド 説明 

FO 無効 な ファ ー ム ウェ アボ リュ ー ム が 検出 され た 場合 、 リカ バリ ー モ ー ド が 実 

行 さ れ ま す 。 

F1 リカ バリ ー モ ー ド は 、 ユー ザー の 判断 に よっ て 実行 され ます 。 

F2 リカ バリ ー が 開始 され ます 。 

F3 リカ バリ ー 用 の ファ ー ム ウェ アイ メー ジ が 検出 され まし た 。 

F4 リカ バリ ー 用 の ファ ー ム ウェ アイ メー ジ が ロー ド さ れ ま し た 。 

エラー 

コー ド 説明 

50~55 メモ リー の 初期 化 エ ラー が 発生 し まし た 。 
56 無効 な CPU タイ プ ま た は 速度 すす 。 。 
57 CPU が 一 致し ませ ん 。 

58 oa の セル フ テ ス ト が 失敗 し た か 、CPU の キャ ッシュ エラ ー の 可能 性 が あり 
59 CPU マイ クロ コー ド が 見 つか ら な いか 、 マ イク ロコ ー ド の 更新 に 失敗 し まし た 。 
5A 内 部 CPU エラ ー で す 。 

5B PPI の リセ ッ ト に 失敗 し まし た 。 

5C~5F 予約 済み で す 。 

DO CPU 初期 化 エ ラー で す 。 

D1 IOH 初期 化 エ ラー で す 。 
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コー ド 説明 

D2 PCH 初期 化 エ ラー で す 。 

D3 アー キテ クチ ャ プロ トコ ル の 一 部 が 利用 で きま せん 。 
D4 PCL リソー ス の アロ ケー ショ ン エ ラー が 発生 し まし た 。 
D5 レガ シー オブ プ ション ROM の 初期 化 用 の スペ ー ス が あり ませ ん 。 
D6 コン ソー ル 出 力 デ バイ ス が 見 つか り ま せん 。 

D7 コン ソー ル 入 力 デ バイ ス が 見 つか り ま せん 。 

D8 無効 な パス ワー ド で す 。 

D9~DA ブー ト オ プ ショ ン を ロー ド で きま せん 。 

DB フラ ッシュ の 更新 に 失敗 し まし た 。 

DC プロ トコ ル の リセ ッ ト に 失敗 し まし た 。 

DE~DF 予約 済み で す 。 

E8 S3 レジ ュー ム に 失敗 し まし た 。 

E9 S3 レジ ュー ム PPI が 見 つか り ま せん 。 

EA S3 レジ ュー ム の 起動 スク リプ ト が 無効 で す 。 

EB S3 0S ウェ イク コー ル が 失敗 し まし た 。 

EC~EF 予約 済み で す 。 

F8 リカ バリ ー PPI は 無効 で す 

<F9> リカ バリ ー カ プ セ ル が 見 つか り ま せん 。 

FA 無効 な リカ バリ ー カ ブ セ ル で す 。 

FB~FF 予約 済み で す 。 











Regulatory Notices 


United States of America, Federal Communications Commission Statement 


Supplier's Declaration of Conformity 
47 CFR § 2.1077 Compliance Information 


Product Name: Motherboard 
Trade Name: GIGABYTE 
Model Number: Z690 AORUS PRO/Z690 AORUS PRO DDR4 


Responsible Party - U.S. Contact Information: G.B.T. Inc. 
Address: 17358 Railroad street, City Of Industry, CA91748 
Tel.: 1-626-854-9338 

Internet contact information: https://www.gigabyte.com 


FCC Compliance Statement: 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules, Subpart B, Unintentional Radiators. 

Operation is subject to the following two conditions: (1) This device may not cause harmful interference, and (2) 
this device must accept any interference received, including interference that may cause undesired operation. 





The FCC with its action in ET Docket 96-8 has adopted a safety standard for human exposure to radio frequency (RF) electromagnetic energy emitted 
by FCC certified equipment. The Intel PRO/Wireless 5000 LAN products meet the Human Exposure limits found in OET Bulletin 65, 2001, and ANSI/ 
IEEE C95.1, 1992. Proper operation of this radio according to the instructions found in this manual will result in exposure substantially below the FCC's 
recommended limits. 


The following safety precautions should be observed: 
* Do not touch or move antenna while the unit is transmitting or receiving. 
* Do not hold any component containing the radio such that the antenna is very close or touching any exposed parts of the body, especially the face 


or eyes, while transmitting. 


* Do not operate the radio or attempt to transmit data unless the antenna is connected; if not, the radio may be damaged. 


* Use in specific environments: 


- The use of wireless devices in hazardous locations is limited by the constraints posed by the safety directors of such environments. 
- The use of wireless devices on airplanes is governed by the Federal Aviation Administration (FAA). 
- The use of wireless devices in hospitals is restricted to the limits set forth by each hospital. 


Antenna use: 

In order to comply with FCC RF exposure limits, low gain integrated 
antennas should be located at a minimum distance of 7.9 inches (20 cm) 
or more from the body of all persons. 


Explosive Device Proximity Warning 

Warning: Do not operate a portable transmitter (such as a wireless network 
device) near unshielded blasting caps or in an explosive environment 
unless the device has been modified to be qualified for such use. 


Antenna Warning 
The wireless adapter is not designed for use with high-gain antennas. 


Use On Aircraft Caution 

Caution: Regulations of the FCC and FAA prohibit airborne operation of 
radio-frequency wireless devices because their signals could interfere with 
critical aircraft instruments. 


Other Wireless Devices 

Safety Notices for Other Devices in the Wireless Network: Refer to the 
documentation supplied with wireless Ethernet adapters or other devices 
in the wireless network. 


Canada, Canada-Industry Notice: 

This device complies with Industry Canada license-exempt RSS 
standard(s). Operation is subject to the following two conditions: 

(1) this device may not cause interference, and 

(2) this device must accept any interference, including interference that 
may cause undesired operation of the device. 


Cet appareil est conforme aux normes Canada d'Industrie de RSS 
permis-exempt. L'utilisation est assujetti aux deux conditions suivantes: 
(1) le dispositif ne doit pas produire de brouillage préjudiciable, et 

(2) ce dispositif doit accepter tout brouillage recu, y compris un brouillage 
susceptible de provoquer un fonctionnement indésirable. 


Caution: When using IEEE 802.11a wireless LAN, this product is restricted 
to indoor use due to its operation in the 5.15-to 5.25-GHz frequency 
range. Industry Canada requires this product to be used indoors for the 
frequency range of 5.15 GHz to 5.25 GHz to reduce the potential for 
harmful interference to co-channel mobile satellite systems. High power 
radar is allocated as the primary user of the 5.25-to 5.35-GHz and 5.65 to 
5.85-GHz bands. These radar stations can cause interference with and/or 
damage to this device. The maximum allowed antenna gain for use with 
this device is 6dBi in order tocomply with the E.I.R.P limit for the 5.25-to 
5.35 and 5.725 to 5.85 GHz frequency range in point-to-point operation. To 
comply with RF exposure requirements all antennas should be located at a 
minimum distance of 20cm, or the minimum separation distance allowed 
by the module approval, from the body of all persons. 


Attention: l'utilisation d'un réseau sans fil IEEE802.11a est restreinte à 
une utilisation en intérieur à cause du fonctionnement dansla bande de 
fréquence 5.15-5.25 GHz. Industry Canada requiert que ce produit soit 
utilisé à l'intérieur des bátiments pour la bande de fréquence 5.15-5.25 
GHz afin de réduire les possibilités d'interférences nuisibles aux canaux 
co-existants des systémes de transmission satellites. Les radars de 
puissances ont fait l'objet d'une allocation primaire de fréquences dans 
les bandes 5.25-5.35 GHz et 5.65-5.85 GHz. Ces stations radar peuvent 
créer des interférences avec ce produit et/ou lui étre nuisible. Le gain 
d'antenne maximum permissible pour une utilisation avec ce produit est de 
6 dBi afin d'étre conforme aux limites de puissance isotropique rayonnée 
équivalente (P.I.R.E.) applicable. 

dans les bandes 5.25-5.35 GHz et 5.725-5.85 GHz en fonctionnement 
point-à-point. Pour se conformer aux conditions d'exposition de RF toutes 
les antennes devraient étre localisées à une distance minimum de 20 
cm, ou la distance de séparation minimum permise par l'approbation du 
module, du corps de toutes les personnes. 
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Under Industry Canada regulations, this radio transmitter may only operate 
using an antenna of a type and maximum (or lesser) gain approved for 
the transmitter by Industry Canada. To reduce potential radio interference 
to other users, the antenna type and its gain should be chosen so that 
the equivalent isotropically radiated power (e.i.r.p.) is not more than that 
necessary for successful communication. 


Conformément à la réglementation dlndustrie Canada, le présent émetteur 
radio peut fonctionner avec une antenne d'un type et d'un gain maximal 
(ou inférieur) approuvé pour l'émetteur par Industrie Canada. Dans le 
but de réduire les risques de brouillage radio électrique à l'intention des 
autres utilisateurs, il faut choisir le type d'antenne et son gain de sorte 
que la puissance isotrope rayonnée équivalente (p.i.r.e.) ne dépasse pas 
l'intensité nécessaire à l'établissement d'une communication satisfaisante. 


European Union (EU) CE Declaration of Conformity 

This device complies with the following directives: Electromagnetic 
Compatibility Directive 2014/30/EU, Low-voltage Directive 2014/35/EU, 
Radio Equipment Directive 2014/53/EU, ErP Directive 2009/125/EC, RoHS 
directive (recast) 2011/65/EU & the 2015/863 Statement. 

This product has been tested and found to comply with all essential 
requirements of the Directives. 


European Union (EU) RoHS (recast) Directive 2011/65/EU & the 
European Commission Delegated Directive (EU) 2015/863 Statement 
GIGABYTE products have not intended to add and safe from hazardous 
substances (Cd, Pb, Hg, Cr+6, PBDE, PBB, DEHP, BBP DBP and DIBP). 
The parts and components have been carefully selected to meet RoHS 
requirement. Moreover, we at GIGABYTE are continuing our efforts to 
develop products that do not use internationally banned toxic chemicals. 


European Union (EU) Community Waste Electrical & Electronic 
Equipment (WEEE) Directive Statement 

GIGABYTE will fulfill the national laws as interpreted from the 2012/19/ 
EU WEEE (Waste Electrical and Electronic Equipment) (recast) directive. 
The WEEE Directive specifies the treatment, collection, recycling and 
disposal of electric and electronic devices and their components. Under 
the Directive, used equipment must be marked, collected separately, and 
disposed of properly. 


WEEE Symbol Statement 
The symbol shown below is on the product or on its 
packaging, which indicates that this product must not be 
disposed of with other waste. Instead, the device should be 
taken to the waste collection centers for activation of the 
ME treatment, collection, recycling and disposal procedure. 


For more information about where you can drop off your waste equipment 
for recycling, please contact your local government office, your household 
waste disposal service or where you purchased the product for details of 
environmentally safe recycling. 


End of Life Directives-Recycling 
The symbol shown belowis on the product or on its packaging, 
CAY which indicates that this product must not be disposed of with 
(と ウツ other waste. Instead, the device should be taken to the waste 
collection centers for activation of the treatment, collection, 
recycling and disposal procedure. 


Déclaration de Conformité aux Directives de l'Union européenne (UE) 
Cet appareil portant la marque CE est conforme aux directives de l'UE 
suivantes: directive Compatibilité Electromagnétique 2014/30/UE, directive 
Basse Tension 2014/35/UE, directive équipements radioélectriques 
2014/53/UE, la directive RoHS II 2011/65/UE & la déclaration 2015/863. 
La conformité à ces directives est évaluée sur la base des normes 
européennes harmonisées applicables. 


European Union (EU) CE-Konformitatserklarung 

Dieses Produkte mit CE-Kennzeichnung erfüllen folgenden EU-Richtlinien: 
EMV-Richtlinie 2014/30/EU, Niederspannungsrichtlinie 2014/35/EU, 
Funkanlagen Richtlinie 2014/53/EU, RoHS-Richtlinie 2011/65/EU erfüllt 
und die 2015/863 Erklárung. 

Die Konformitat mit diesen Richtlinien wird unter Verwendung der 
entsprechenden Standards zurEuropaischen Normierung beurteilt. 


CE declaracao de conformidade 

Este produto com a marcacao CE estáo em conformidade com das 
seguintes Diretivas UE: Diretiva Baixa Tensão 2014/35/EU; Diretiva 
CEM 2014/30/EU; Diretiva RSP 2011/65/UE e a declaração 2015/863. 
A conformidade com estas diretivas é verificada utilizando as normas 
europeias harmonizadas. 


CE Declaración de conformidad 

Este producto que llevan la marca CE cumplen con las siguientes 
Directivas de la Unión Europea: Directiva EMC 2014/30/EU, Directiva de 
bajo voltaje 2014/35/EU, Directiva de equipamentos de rádio 2014/53/EU, 
Directiva RoHS 2011/65/EU y la Declaración 2015/863. 

El cumplimiento de estas directivas se evalúa mediante las normas 
europeas armonizadas. 


CE Dichiarazione di conformità 

| prodotti con il marchio CE sono conformi con una o più delle seguenti 
Direttive UE, come applicabile: Direttiva EMC 2014/30/UE, Direttiva sulla 
bassa tensione 2014/35/UE, Direttiva di apparecchiature radio 2014/53/ 
UE, Direttiva RoHS 2011/65/EU e Dichiarazione 2015/863. 

La conformità con tali direttive viene valutata utilizzando gli Standard 
europei armonizzati applicabili. 


Deklaracja zgodności UE Unii Europejskiej 

Urządzenie jest zgodne z następującymi dyrektywami: Dyrektywa 
kompatybilności elektromagnetycznej 2014/30/UE, Dyrektywa 
niskonapięciowej 2014/35/UE, Dyrektywa urządzeń radiowych 2014/53/ 
UE, Dyrektywa RoHS 2011/65/UE i dyrektywa2015/863. 

Niniejsze urządzenie zostało poddane testom i stwierdzono jego zgodność 
z wymaganiami dyrektywy. 


ES Prohlášení o shodě 

Toto zařízení splňuje požadavky Směrnice o Elektromagnetické 
kompatibilitě 2014/30/EU, Směrnice o Nízkém napětí 2014/35/EU, 
Směrnice o rádiových zařízeních 2014/53/EU, Směrnice RoHS 2011/65/ 
EU a 2015/863. 

Tento produkt byl testován a bylo shledáno, že splňuje všechny základní 
požadavky směrnic. 


EK megfelelőségi nyilatkozata 

A termék megfelelnek az alábbi irányelvek és szabványok 
követelményeinek, azok a kiállításidőpontjában érvényes, aktuális 
változatában: EMC irányelv 2014/30/EU, Kisfeszültségű villamos 
berendezésekre vonatkozó irányelv 2014/35/EU, rádióberendezések 
irányelv 2014/53/EU, RoHS irányelv 2011/65/EU és 2015/863. 


AnAwon cuupópqouons EE 

Eival oe cuguópqouon UE rig OIQTOCEIC ruv TrapaKaTW Odnyiwv 
Tnc Eupwraiknc Koivórnrag: Odnyia 2014/30/EE oyerikà ye Tnv 
nAekrpopgayvnrikri cupparórra, Ooónyía xaunArj Taon 2014/35/EU, 
Odnyia 2014/53/EE o£ paóiog&orrhiouó, Odnyia RoHS 2011/65/EE 
Kal 2015/863. 

H ouupópowon pe AUTES ric oóryíeg agioAoyeírat XDOIUOTTOIOOVTOC ra 
IOXUOVTOI EVODUOVIOUEVO EUDOOTOIKO rrpórurra. 
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European Community Radio Equipment Directive Compliance Statement: 





The low band 5.15 -5.35 GHz is for indoor use only. 


This equipment complies with all the requirements and other relevant provisions of Radio Equipment Directive 2014/53/EU. 
This equipment is suitable for home and office use in all the European Community Member States and EFTA Member States. 
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Wireless module model name: AX200NGW 





Wireless module manufacturer: Intel® Corporation SAS 








Taiwan NCC Wireless Statements / 無線 設備 警告 


(EZ BSE E ES Te EIA 























志明 : 





O 取得 韦 验 证 明之 低 功率 射频 器 材 ， 非 经 核 闪 ， 公司 、 商 号 或 使 用 者 均 不 得 擅 目 多 更 频率 、 加 大 功率 或 炙 更 原 设计 之 特 
性 及 功能 。 低 功率 射频 器 材 之 使 用 不 得 影响 飞 航 安全 及 干 摄 合法 通信 + 经 发 现 有 干 援 现 象 时 ， 应 立即 停 用 ， 站 改善 至 
无 干 摄 时 方 得 继续 使 用 。 前 述 合法 通信 指 依 电 信 管 理 法 规定 作业 之 无线 电 通 信 。 低 功率 射频 器 材 须 忍受 合法 通信 或 
工业 、 Burgos FREE PERSE LT ° 
















































































































































































(2) 应 避免 影响 附近 雷达 系统 之 操作 。 


Korea KCC NCC Wireless Statement: 
5,25GHz - 5,35 GHz CHAS ALOE SAI 全 大 | 三 


Japan Wireless Statement: 
5.15 GHz 带 ~ 5.35 GHz 带 : 屋内 の み の 使 用 。 


Wireless module country approvals: 
Wireless module manufacturer: Intel? Corporation 
Wireless module model name: AX200NGW 






Australia & New-Zealand: 





Belarus: 











eo^ gr APS ops Al Shel LICH. 






United States: India: ia: Taiwan: 

FCC: PD9AX200NG ETA-SD-20190501112 

Canada: : « CCAH19LP1280T3 
IC: 1000M-AX200NG [R] 003-190022 | 


zm [T|D190021003 i ' (と 
Complies with 
in 空 IMDA Standard 
5.15~5.35GHz 屋内 限定 


5.15~5.35GHz indoor use only 










UA.TR.028 


South Korea: 


^. AX200NGW 
TPs RCPINAX19-0480 | R-C-INT-AX200NGW 
: ! LIRAS ofa) (SHSM): 時 全書 PU (PAUE 
CMIIT ID: 2019AJ2274(M) Approved by TPA: 9.9211/2019 BALL Accel 
Europe: Qatar: 3.X|: A|7|: 2019/02 
C € CSA/SM/2019/R-7710 4. AMIZAHAIZS: Intel Corporation / China 
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連絡 先 





GIGA-BYTE TECHNOLOGY CO., LTD. 

アド レス :No.6, Baoqiang Rd., Xindian Dist., New Taipei City 231, Taiwan 
TEL:*886-2-8912-4000. FAX:+886-2-8912-4005 

技術 お よび 非 技術 サポ ー ト (販売 / マ ー ケ ティ ング ): https:/esupport.gigabyte.com 
WEB ア ドレ ス (英語): https:/www.gigabyte.com 

WEB ア ドレ ス ( 中 国語 ): https://www.gigabyte.com/tw 





e GIGABYTE eSupport 


技術 的 また は 技術 的 で な い (販売 / マ ー ケ ティ ング ) 質問 を 送信 する に は : 
https://esupport.gigabyte.com 


Submit your product/sponsorship/marketing questions or inquiries, and our representative will respond in a timely fashion. 
'y NEWS 'y SIGN IN 'y QUICK LINK 
iog n ^ s sign in with 
Your submissions will be displayed in your personal 
page, log in to see the processing status. 加 ご Ed cm 
Downloads FAQ 


Register | Forget Password STET 
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Warranty 


